
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ピ
・
イ
・
マ
ル
ガ
ル
の
歴
史
認
識

一
九
世
紀
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
「
他
者
の
歴
史
」
に
関
す
る
一
考
察

菊

也、
マ

信

彦

フランシスコ・ピ・イ・マルガルの歴史認識（菊池）

【
要
約
】
　
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ピ
・
イ
・
マ
ル
ガ
ル
は
、
…
九
世
紀
ス
ペ
イ
ン
の
連
邦
共
和
党
執
行
部
の
一
員
と
し
て
連
邦
理
論
を
唱
え
、
ま
た
一
八
七
三

年
の
第
一
共
和
制
第
二
代
「
大
統
領
」
と
し
て
、
自
ら
先
頭
に
立
っ
て
連
邦
化
を
推
進
し
た
人
物
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
理
論
は
、
ブ
ル
ー
ド
ン
流
の
社
会

契
約
論
と
と
も
に
歴
史
認
識
論
に
よ
っ
て
も
支
え
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
は
、
従
来
の
研
究
で
は
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
連
邦
主
義
者
坐
繰
の
彼
の
活
動
に
焦

点
を
絞
り
、
当
時
の
彼
の
歴
史
認
識
を
析
出
す
る
こ
と
を
隠
的
と
し
て
い
る
。
予
備
的
考
察
と
し
て
、
ま
ず
は
当
時
の
国
民
史
家
、
ア
ラ
ブ
学
者
ら
の
著

作
を
網
羅
的
に
検
証
し
、
時
代
の
国
民
史
認
識
の
構
造
を
分
析
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
ピ
・
イ
・
マ
ル
ガ
ル
の
歴
史
認
識
を
当
時
の
歴
史
認
識
と
比
較
す

る
こ
と
で
、
彼
の
認
識
構
造
の
独
自
性
と
そ
れ
が
持
つ
意
味
と
を
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
彼
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
よ
る
侵
入
と
再
征
服
と
い
う
ス
ペ
イ

ン
の
過
去
を
、
自
他
の
歴
史
的
差
異
を
保
ち
な
が
ら
、
と
も
に
門
我
々
の
歴
史
」
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
八
九
巻
四
号
　
二
〇
〇
六
年
七
月

は
　
じ
　
め
　
に

一
八
七
三
年
六
月
八
日
、
こ
の
日
ス
ペ
イ
ン
の
国
会
で
連
邦
共
和
制
が
宣
言
さ
れ
、
そ
の
三
日
後
、

　
　
　
　
　
　
　
①

第
二
代
「
大
統
領
」

に
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
・
ピ
・
イ
・
マ
ル
ガ
ル
（
浮
き
畠
8
麟
賓
日
程
σ
q
臣
）
が
任
命
さ
れ
た
。
同
年
二
月
＝
日
に
第
一
共
和
制
が
成
立
し
て
か
ら
約
四
ヶ
月
後

の
こ
と
で
あ
り
、
一
八
五
四
年
に
彼
が
連
邦
主
義
を
唱
え
ば
じ
め
て
か
ら
、
実
に
二
〇
年
近
く
の
歳
月
が
流
れ
て
い
た
。
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フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ピ
・
イ
・
マ
ル
ガ
ル
。
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
を
専
門
と
す
る
研
究
者
に
と
っ
て
も
、
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
名
前
か
も
し

れ
な
い
。
ま
ず
は
、
彼
の
生
涯
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
こ
う
。

　
ピ
・
イ
・
マ
ル
ガ
ル
は
、
｝
八
二
四
年
四
月
二
九
日
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
貧
し
い
織
布
工
の
家
庭
に
生
ま
れ
た
。
（
ち
な
み
に
、
一
ム
ニ
○
年
に
は
弟

ホ
ア
キ
ン
（
甘
p
彊
ぎ
勺
ぞ
竃
費
σ
q
巴
一
）
が
生
ま
れ
て
い
る
。
）
幼
い
こ
ろ
か
ら
学
問
に
秀
で
て
い
た
彼
は
、
そ
の
後
、
地
元
バ
ル
セ
ロ
ナ
大
学
の
法

学
部
へ
と
進
む
。

　
…
八
四
七
年
単
身
マ
ド
リ
ー
ド
へ
移
る
と
、
彼
は
芸
術
や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
関
す
る
雑
誌
論
文
を
執
筆
す
る
傍
ら
、
｝
八
四
九
年
に
民
主
党

に
入
党
し
、
主
に
党
機
関
紙
の
編
集
に
携
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
一
八
六
六
年
か
ら
六
九
年
余
で
の
パ
リ
亡
命
中
に
は
、
「
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
の
父
」

ピ
エ
ー
ル
・
ジ
ョ
セ
ブ
・
ブ
ル
ー
ド
ン
（
コ
窪
亀
。
し
・
Φ
喜
軍
8
穿
・
⇒
）
の
い
く
つ
か
の
著
作
－
こ
の
中
に
は
、
彼
の
思
想
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
『
連
合
の
原
理
』
も
含
ま
れ
て
い
る
一
を
翻
訳
し
て
い
る
。
彼
は
議
員
活
動
を
行
な
う
と
と
も
に
、
民
主
党
や
民
主
党
か
ら
分
裂
し

て
一
八
六
八
年
に
誕
生
す
る
連
邦
共
和
党
の
、
特
に
理
論
的
支
柱
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
た
。

　
一
八
六
八
年
の
九
月
革
命
を
経
て
誕
生
し
た
共
和
制
で
は
、
彼
は
先
述
の
よ
う
に
最
高
権
力
者
に
登
り
つ
め
て
い
る
。
し
か
し
、
わ
ず
か
一

ヶ
月
ほ
ど
で
そ
の
職
を
辞
す
こ
と
と
な
り
、
こ
の
共
和
制
も
パ
ヴ
ィ
ア
将
軍
の
プ
ロ
ヌ
ン
シ
ア
ミ
エ
ン
ト
（
ク
ー
デ
タ
）
に
よ
っ
て
、
一
八
七

四
年
一
月
三
日
に
そ
の
幕
を
閉
じ
て
い
る
。
そ
の
後
彼
は
、
政
治
家
と
し
て
連
邦
共
和
党
の
再
建
に
努
め
る
一
方
で
、
著
作
家
と
し
て
歴
史
書

や
雑
誌
の
発
行
を
行
な
う
な
ど
、
広
範
な
活
動
を
続
け
て
い
る
。
し
か
し
志
半
ば
に
し
て
、
｝
九
〇
一
年
一
一
月
二
九
日
マ
ド
リ
ー
ド
の
自
宅

で
息
を
引
き
取
っ
た
。
享
年
七
七
歳
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
彼
の
経
歴
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、
ど
う
し
て
も
～
八
六
八
年
か
ら
一
八
七
四
年
の
「
民
主
主
義
の
六
年
間
」
と
呼
ば
れ
る
革
命

期
を
中
心
に
考
え
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
か
、
彼
に
関
す
る
先
行
研
究
も
こ
の
六
年
間
を
研
究
対
象
と
し
て
い
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
。

　
と
こ
ろ
が
彼
の
生
涯
を
傭
鰍
し
て
み
る
と
、
彼
の
書
い
た
歴
史
書
の
多
さ
に
驚
か
さ
れ
る
の
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
一
八
四
六
年
二
二
歳
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
き
に
、
彼
は
友
人
ベ
ネ
ッ
ト
・
ラ
ン
サ
（
じ
d
Φ
づ
O
け
　
H
㌧
｝
餌
口
N
P
）
に
宛
て
た
手
紙
の
中
で
、
＝
五
歳
の
と
き
以
来
持
ち
続
け
て
き
た
計
画
」
で
あ
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る
と
歴
史
研
究
に
か
け
る
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
る
。
後
の
連
邦
主
義
者
ピ
・
イ
・
マ
ル
ガ
ル
を
支
え
て
い
た
の
は
、
実
は
そ
れ
以
前
か
ら
続

く
歴
史
家
と
し
て
の
活
動
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
こ
れ
が
本
稿
の
出
発
点
で
あ
る
。

　
も
う
少
し
こ
の
事
情
に
踏
み
込
ん
で
み
よ
う
。

　
第
一
の
主
著
『
反
動
と
革
命
』
で
も
、
そ
の
後
の
第
二
の
主
著
『
諸
国
罠
性
』
で
も
、
彼
が
変
わ
る
こ
と
な
く
自
身
の
連
邦
理
論
の
支
え
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

し
た
二
つ
の
柱
が
あ
る
。
そ
れ
が
社
会
契
約
論
と
歴
史
認
識
で
あ
る
。
彼
に
よ
る
と
、
連
邦
と
そ
の
連
邦
を
構
成
す
る
国
家
は
、
ブ
ル
ー
ド
ン

流
の
社
会
契
約
を
取
り
結
ぶ
こ
と
で
構
築
・
維
持
さ
れ
る
が
、
同
時
に
、
連
邦
お
よ
び
連
邦
構
成
国
家
の
行
政
範
囲
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
歴

史
」
に
基
づ
い
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
と
こ
ろ
が
彼
は
、
連
邦
理
論
を
語
る
際
に
必
ず
そ
の
根
拠
に
「
歴
史
」
を
据
え
て
い
な
が
ら
、
理
論
書
の
な
か
で
は
、
連
邦
と
連
邦
構
成
国

家
の
存
在
を
保
証
す
べ
き
そ
の
「
歴
史
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
以
上
詳
し
く
語
っ
て
は
い
な
い
。
ス
ペ
イ
ン
に
連
邦
制
を
、
と
考
え
始
め
た
そ
の

と
き
か
ら
そ
の
理
論
を
支
え
続
け
て
き
た
歴
史
認
識
。
一
八
五
四
年
『
反
動
と
革
命
』
の
中
で
初
め
て
そ
れ
を
自
説
の
根
拠
に
据
え
た
彼
は
、

そ
れ
以
前
に
ス
ペ
イ
ン
の
過
去
を
ど
の
よ
う
に
見
て
、
自
身
の
歴
史
認
識
を
獲
得
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
ピ
・
イ
・
マ
ル
ガ
ル
に
関
す
る
先
行
研
究
は
多
数
存
在
す
る
が
、
実
の
と
こ
ろ
一
八
五
四
年
以
前
の
彼
の
青
年
期
の
活
動
に
焦
点
を
当
て
た

も
の
は
決
し
て
多
く
な
い
。
そ
れ
ら
も
、
当
時
彼
が
書
い
た
記
念
建
造
物
研
究
に
関
す
る
雑
誌
論
文
や
～
八
五
～
年
の
『
ス
ペ
イ
ン
絵
画
史
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

を
取
り
上
げ
て
、
彼
の
芸
術
思
想
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
他
方
で
、
ス
ペ
イ
ン
史
学
史
研
究
で
は
、
「
歴
史
家
」
ピ
・
イ
・
マ
ル
ガ
ル
は
ほ
と
ん
ど
扱
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ヘ
ー
ゲ
ル
主
義
者
ピ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

イ
・
マ
ル
ガ
ル
の
歴
史
哲
学
を
ヘ
ー
ゲ
ル
の
そ
れ
と
比
較
し
た
り
、
ま
た
後
述
す
る
当
時
の
国
民
史
家
モ
デ
ス
ト
・
ラ
フ
エ
ン
テ
程
の
影
響
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

は
な
か
っ
た
と
軽
く
触
れ
ら
れ
た
り
す
る
程
度
に
過
ぎ
な
い
。

　
結
局
の
と
こ
ろ
、
従
来
の
研
究
で
は
、
青
年
ピ
・
イ
・
マ
ル
ガ
ル
の
「
歴
史
家
」
と
し
て
の
活
動
が
、
そ
の
後
展
開
さ
れ
る
連
邦
主
義
思
想

と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
は
、
今
な
お
明
ら
か
に
さ
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
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そ
こ
で
本
稿
で
は
、
一
八
五
四
年
ま
で
の
彼
の
歴
史
認
識
の
形
成
過
程
を
、
後
の
連
邦
主
義
思
想
の
展
開
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
跡
付
け
て

い
く
。
そ
の
際
、
一
八
五
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
『
グ
ラ
ナ
ダ
王
国
』
に
特
に
焦
点
を
絞
る
こ
と
と
し
た
い
。
そ
の
理
由
は
、
～
八
五
四
年
以
前

に
書
か
れ
た
四
つ
の
著
作
の
う
ち
、
考
察
に
耐
え
う
る
も
の
が
そ
の
一
冊
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。
一
八
四
二
年
の
『
ス
ペ
イ
ン
』
は
、
彼
が
一

八
歳
の
と
き
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
書
い
た
も
の
だ
が
、
彼
一
人
置
す
べ
て
を
書
い
た
の
か
ど
う
か
を
史
料
的
に
確
認
す
る
こ
と
が
極
め
て
困
難
で

あ
っ
た
。
ま
た
一
八
五
〇
年
『
ス
ペ
イ
ン
の
記
憶
と
美
』
（
以
下
『
記
憶
と
美
騙
と
略
記
）
シ
リ
ー
ズ
の
『
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
』
第
二
巻
で
は
、
彼

が
一
部
分
の
み
執
筆
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
両
者
と
も
中
心
史
料
と
し
て
取
り
上
げ
る
の
は
不
適
当
と
判
断
し
た
。

次
に
、
『
ス
ペ
イ
ン
絵
画
史
』
は
、
内
容
に
即
し
た
表
題
を
つ
け
る
と
す
れ
ば
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
薗
芸
術
思
想
史
』
と
な
る
べ
き
本
で
、
ス
ペ

イ
ン
の
歴
史
に
つ
い
て
は
相
村
的
に
記
述
量
が
少
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ス
ペ
イ
ン
の
一
地
方
の
歴
史
を
特
に
取
り
上
げ
た
『
グ
ラ
ナ
ダ
王

圏
』
が
候
補
と
し
て
残
る
こ
と
と
な
る
。

　
最
後
に
本
稿
の
構
成
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
く
。
第
一
章
で
は
、
『
グ
ラ
ナ
ダ
王
国
』
出
版
前
後
の
歴
史
家
た
ち
の
国
民
史
認
識
を
概
観
す

る
。
第
二
章
で
は
、
ピ
・
イ
・
マ
ル
ガ
ル
が
一
八
四
七
年
に
書
い
た
三
篇
の
論
文
の
内
容
と
『
グ
ラ
ナ
ダ
王
圏
』
を
執
筆
す
る
こ
と
に
な
っ
た

経
緯
、
そ
し
て
そ
の
本
を
含
む
著
作
集
『
記
憶
と
美
』
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
上
で
第
三
章
で
は
、
『
グ
ラ
ナ
ダ
王
国
』
で
の
ア
ル

ハ
ン
ブ
ラ
宮
殿
に
関
す
る
叙
述
を
、
同
時
代
の
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
観
と
対
比
さ
せ
る
こ
と
で
、
ピ
・
イ
・
マ
ル
ガ
ル
の
歴
史
認
識
の
性
格
を
析
出

し
て
い
る
。
最
後
に
第
四
章
で
は
、
歴
史
哲
学
と
歴
史
叙
述
論
か
ら
ピ
・
イ
・
マ
ル
ガ
ル
の
歴
史
認
識
の
解
明
を
行
な
っ
て
い
る
。
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①
第
一
共
和
制
は
憲
法
を
施
行
す
る
こ
と
な
く
終
わ
っ
た
た
め
、
ピ
・
イ
・
マ
ル

　
ガ
ル
ほ
か
三
人
の
「
大
統
領
偏
は
正
確
に
は
共
和
国
大
統
領
で
は
な
く
、
行
政
府

　
首
班
（
鮎
讐
①
ω
鴛
①
韓
㊦
恥
巴
質
。
傷
①
「
①
撤
。
豪
く
。
）
で
あ
る
Q
た
だ
、
こ
の
役
職
が
嶺

　
時
い
わ
ゆ
る
大
統
領
の
地
位
を
兼
ね
て
い
た
こ
と
、
先
行
研
究
で
も
箕
Φ
ω
乙
。
暮
Φ

　
と
略
記
す
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
本
稿
で
は
「
大
統
領
」
と
カ
ッ
コ
書
き
で
記
す

　
こ
と
と
す
る
。

②
9
ω
首
騨
ζ
監
於
、
．
口
鼠
①
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＼
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．
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．
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．
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第
一
章
　
一
九
世
紀
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
国
民
史
認
識
の
構
造

　
ピ
・
イ
・
マ
ル
ガ
ル
の
『
グ
ラ
ナ
ダ
王
国
U
で
は
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
イ
ス
ラ
ム
教
国
で
あ
っ
た
中
世
グ
ラ
ナ
ダ

王
国
の
歴
史
が
概
説
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
本
章
で
は
、
こ
の
よ
う
な
イ
ス
ラ
ム
・
ス
ペ
イ
ン
史
叙
述
が
、
一
九
世
紀
当
時
の
ス
ペ
イ
ン
史

叙
述
に
お
い
て
持
っ
て
い
た
意
味
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
考
察
は
、
『
グ
ラ
ナ
ダ
王
国
』
の
内
容
と
そ
の
性
格
を

同
時
代
の
中
で
捉
え
る
た
め
で
あ
る
。

　
ピ
・
イ
・
マ
ル
ガ
ル
が
『
グ
ラ
ナ
ダ
学
士
』
を
出
版
し
た
～
八
五
〇
年
は
、
ス
ペ
イ
ン
史
学
史
上
で
は
分
水
嶺
の
年
に
あ
た
る
。
そ
れ
ま
で

ス
ペ
イ
ン
で
最
も
権
威
あ
る
歴
史
書
と
い
え
ば
、
一
六
世
紀
末
に
イ
エ
ズ
ス
会
士
フ
ア
ン
・
デ
・
マ
リ
ア
ー
ナ
が
書
い
た
『
ス
ペ
イ
ン
全
史
』

　
　
　
①

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
年
か
ら
刊
行
が
始
ま
る
、
モ
デ
ス
ト
・
ラ
フ
エ
ン
テ
・
イ
・
サ
マ
ー
リ
ョ
ア
（
ζ
鼠
㊦
ω
8
雰
ぼ
霧
8
図
N
窒
鋤
ま
餌
、

以
下
モ
デ
ス
ト
・
ラ
フ
エ
ン
テ
と
略
記
）
の
『
遙
か
な
過
去
か
ら
現
在
ま
で
の
ス
ペ
イ
ン
全
史
』
（
以
下
『
ス
ペ
イ
ン
金
貸
』
と
略
記
）
に
よ
っ
て
、

ス
ペ
イ
ン
の
歴
史
叙
述
は
大
き
く
そ
の
内
容
と
形
式
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
研
究
者
ペ
レ
ス
・
ガ
ル
ソ
ン
が
指

　
　
　
　
　
　
　
②

近
し
て
い
る
よ
う
に
、
彼
の
著
作
は
「
イ
ベ
リ
ア
半
島
に
住
む
諸
民
族
に
必
要
な
、
統
一
と
進
歩
に
根
拠
を
与
え
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
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③

い
わ
ゆ
る
ス
ペ
イ
ン
国
民
史
の
誕
生
を
告
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
彼
は
そ
の
『
ス
ペ
イ
ン
全
史
』
の
中
で
、
数
世
紀
間
続
い
た
イ
ス
ラ
ム
・
ス
ペ
イ
ン
と
の
抗
争
を
、
ス
ペ
イ
ン
の
独
立
と
統
一
を
達
成
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

た
め
の
宿
命
で
あ
る
と
語
っ
て
い
る
。
国
畏
史
家
モ
デ
ス
ト
・
ラ
フ
エ
ン
テ
に
と
っ
て
、
イ
ス
ラ
ム
・
ス
ペ
イ
ン
史
は
ス
ペ
イ
ン
国
民
史
の
中

で
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
は
マ
リ
ア
ー
ナ
の
『
ス
ペ
イ
ン
全
史
』
の
叙
述
を
踏
ま
え
て
お
こ
う
。
彼
は
、
そ
の
序
文
の
中
で
「
ス
ペ
イ
ン
全
土
の
出
来
事
に
言
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

す
る
」
と
宣
雷
し
な
が
ら
、
実
の
と
こ
ろ
イ
ス
ラ
ム
教
国
の
歴
史
に
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
か
ら
マ
リ
ア
ー
ナ
に
と
っ
て
「
ス
ペ

イ
ン
全
土
の
出
来
事
扁
と
は
、
あ
く
ま
で
キ
リ
ス
ト
教
卓
の
出
来
事
を
意
味
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
他
方
モ
デ
ス
ト
・
ラ
フ
エ
ン
テ
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
侵
入
に
よ
り
「
ス
ペ
イ
ン
国
家
（
昌
帥
O
困
O
P
）
は
消
え
去
っ
た
」
と
し
た
上
で
、
ア
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ト
ゥ
リ
ア
ス
人
を
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
信
仰
を
失
わ
な
か
っ
た
と
評
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
後
に
ア
ス
ト
ゥ
リ
ア
ス
王
国
の
初
代
国
王
と
し
て
そ

の
繁
栄
の
礎
を
築
い
た
、
レ
コ
ン
キ
ス
タ
の
伝
説
的
な
開
始
者
ペ
ラ
ー
ヨ
（
℃
Φ
一
爵
・
）
を
踏
ま
え
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　
　
　
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
年
代
記
に
あ
る
よ
う
に
、
ペ
ラ
ー
ヨ
が
ゴ
ー
ト
人
の
貴
族
で
あ
り
、
カ
ン
タ
ブ
リ
ア
の
公
爵
家
の
出
身
で
あ
り
、
破
滅
に
追
い
込

　
　
ま
れ
た
（
ゴ
…
ト
人
の
）
君
主
と
血
縁
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
重
要
な
こ
と
で
は
な
い
。
ま
た
あ
る
い
は
、
ア
ラ
ブ
の
歴
史
が
彼
の
こ
と

　
　
を
ロ
ー
マ
人
ベ
ラ
ー
ヨ
と
呼
．
ん
で
い
た
こ
と
も
さ
し
て
問
題
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
祖
国
と
信
仰
が
ゴ
ー
ト
人
と
ロ
ー
マ
・
イ
ス
パ

　
　
ニ
ア
人
を
ま
と
め
上
げ
た
た
め
に
、
彼
ら
の
間
に
違
い
が
既
に
な
く
な
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
（
彼
ら
の
）
す
べ
て
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
り
、
ス
ペ
イ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
　
人
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
扁

こ
こ
か
ら
イ
ス
ラ
ム
教
徒
対
ス
ペ
イ
ン
人
と
い
う
国
民
史
の
構
造
が
見
て
取
れ
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
モ
デ
ス
ト
・
ラ
フ
エ
ン
テ
に
と
っ
て
、
イ
ス
ラ
ム
・
ス
ペ
イ
ン
史
は
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
研
究
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
分

か
る
の
が
、
彼
の
王
立
歴
史
ア
カ
デ
ミ
ー
（
円
Φ
緯
〉
。
践
Φ
ヨ
㌶
仙
2
蝉
霞
ω
§
包
で
の
入
会
講
演
で
あ
る
。
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
入
会
に
あ
た
り
講

演
を
行
な
う
こ
と
が
慣
例
と
な
っ
て
お
り
、
彼
は
こ
の
『
ス
ペ
イ
ン
全
史
』
の
出
版
に
よ
っ
て
、
ス
ペ
イ
ン
の
歴
史
学
界
で
最
も
栄
誉
あ
る
そ
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の
ア
カ
デ
ミ
ー
の
会
員
に
選
ば
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
彼
は
、
｝
八
五
三
年
一
月
二
三
日
、
栄
え
あ
る
そ
の
舞
台
で
『
コ
ル
ド
バ
の
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

リ
ブ
朝
の
成
立
と
変
遷
、
そ
の
衰
退
の
原
因
と
結
果
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
選
ん
で
講
演
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
彼
は
そ
の
講
演
の
中
で
、
当
時
の
「
ス
ペ
イ
ン
人
」
た
ち
が
「
た
だ
宗
教
の
原
理
で
の
み
」
結
ば
れ
て
い
た
と
言
う
。
さ
ら
に
レ
コ
ン
キ
ス

タ
の
終
結
、
つ
ま
り
～
四
九
二
年
の
グ
ラ
ナ
ダ
王
国
の
陥
落
の
場
面
を
、
彼
は
次
の
よ
う
に
象
徴
的
に
語
る
こ
と
で
講
演
を
締
め
く
く
っ
て
い

る
。　

　
　
　
門
ス
ペ
イ
ン
半
島
（
マ
マ
）
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
支
配
の
最
後
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
最
後
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
グ
ラ
ナ
ダ
の
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
の
塔
に
、

　
　
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
な
る
旗
と
国
民
の
軍
旗
を
掲
げ
る
こ
と
で
、
こ
の
一
一
人
の
王
〔
ア
ラ
ゴ
ン
王
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
ニ
世
と
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
王
イ
サ
ベ
ル
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
　
世
〕
は
、
手
を
携
え
て
八
世
紀
に
及
ぶ
大
事
業
を
終
わ
ら
せ
た
の
で
す
。
」

　
こ
の
よ
う
に
、
一
九
世
紀
半
ば
に
歴
史
叙
述
の
性
格
が
変
わ
っ
て
も
、
ス
ペ
イ
ン
（
国
民
）
史
を
形
成
し
て
き
た
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
国
の

歴
史
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
モ
デ
ス
ト
・
ラ
フ
エ
ン
テ
が
積
極
的
に
目
を
向
け
た
、
イ
ベ
リ
ア
半
島
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
歴

史
は
あ
く
ま
で
も
「
他
者
の
歴
史
」
と
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
国
民
史
を
補
完
す
る
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
そ
の
イ
ス
ラ
ム
・
ス
ペ
イ
ン
史
を
専
門
と
し
て
い
た
学
者
た
ち
は
、
自
身
の
研
究
対
象
と
ス
ペ
イ
ン
国
民
史
と
の
関
係
を
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
か
ら
一
九
世
紀
に
入
り
成
立
し
た
ア
ラ
ブ
学
者
（
費
簿
σ
一
。
・
邑
に
目
を
向
け
て
い
こ
う
。

　
こ
の
ア
ラ
ブ
学
の
設
立
に
深
く
関
わ
り
、
ま
た
後
進
の
育
成
に
最
も
尽
力
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
の
が
、
パ
ス
カ
ル
・
ガ
ヤ
ン
ゴ
ス
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

イ
・
ア
ル
セ
（
評
ω
2
巴
O
錯
窩
σ
q
・
し
。
《
≧
。
⑦
、
以
下
ガ
ヤ
ン
ゴ
ス
と
略
記
）
で
あ
る
。
彼
は
、
マ
ド
リ
ー
ド
中
央
大
学
に
ア
ラ
ブ
語
講
座
の
設
置
を

働
き
か
け
、
そ
れ
が
設
立
さ
れ
た
一
八
四
三
年
か
ら
一
八
七
二
年
ま
で
そ
の
講
座
の
正
教
授
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
ガ
ヤ
ン
ゴ
ス
の
名
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

～
躍
高
め
た
の
が
、
一
八
四
〇
年
か
ら
イ
ギ
リ
ス
で
出
版
さ
れ
た
『
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
歴
史
』
で
あ
る
。
一
七
世
紀
の
ム

ス
リ
ム
の
歴
史
家
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ル
・
マ
ッ
カ
リ
ー
（
ζ
0
7
P
ヨ
臼
白
鼠
　
鋤
一
一
ζ
勉
甲
高
鋤
【
一
）
の
史
書
を
抄
訳
し
た
こ
の
本
は
、
当
時
の
ア
ラ
ブ
学
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ホ
セ
・
ア
ン
ト
ニ
オ
・
コ
ン
デ
の
著
作
『
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
ア
ラ
ブ
支
配
の
歴
史
』
と
と
も
に
、
イ
ス
ラ
ム
・
ス
ペ
イ
ン
史
の
古
典
と
し
て
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の
地
位
を
確
立
し
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。

　
さ
て
、
ガ
ヤ
ン
ゴ
ス
は
そ
の
訳
者
序
文
の
中
で
、
そ
れ
ま
で
の
マ
リ
ア
ー
ナ
ら
の
ス
ペ
イ
ン
の
歴
史
叙
述
が
、
民
族
的
あ
る
い
は
宗
教
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

理
由
か
ら
ア
ラ
ビ
ア
語
史
料
を
ス
ペ
イ
ン
史
叙
述
の
た
め
に
利
用
し
な
か
っ
た
こ
と
を
、
強
い
調
子
で
批
判
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
彼
は
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

「
不
公
平
な
」
叙
述
を
正
す
た
め
に
、
そ
の
翻
訳
書
を
出
版
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
か
つ
て
ス
ペ
イ
ン
の
地
に
い
た
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
歴
史
も
、
彼
ら
の
史
料
を
も
と
に
書
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ガ
ヤ
ン
ゴ
ス
だ
け
で
な

く
、
グ
ラ
ナ
ダ
の
歴
史
家
ミ
ゲ
ル
・
ラ
フ
エ
ン
テ
・
イ
・
ア
ル
カ
ン
タ
ー
ラ
（
窓
お
信
皿
冒
織
器
導
①
嘱
》
8
鏑
肯
m
類
、
以
下
ミ
ゲ
ル
・
ラ
フ
エ
ン
テ
と
略

⑰記
）
も
ま
た
、
考
え
を
同
じ
く
し
て
い
た
。
彼
は
自
著
『
グ
ラ
ナ
ダ
史
』
の
序
文
で
、
そ
れ
ま
で
の
イ
ス
ラ
ム
・
ス
ペ
イ
ン
に
関
す
る
「
研

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

究
」
が
「
通
史
で
は
な
く
、
断
片
的
、
部
分
的
な
物
語
」
や
「
伝
説
の
類
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
嘆
き
、
さ
ら
に
続
け
て
言
う
。
「
ス
ペ
イ
ン
全

土
の
年
代
記
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
、
（
だ
が
そ
れ
と
は
）
別
の
興
味
深
い
出
来
事
」
を
「
黙
殺
し
た
り
、
そ
の
上
を
あ
っ
さ
り
と
通
り
過
ぎ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

り
す
る
こ
と
」
は
、
「
歴
史
（
叙
述
）
の
厳
し
い
規
範
と
書
き
手
の
良
心
」
と
い
う
も
の
が
決
し
て
「
許
さ
な
い
」
の
だ
、
と
。

　
こ
の
『
グ
ラ
ナ
ダ
史
』
の
第
三
巻
第
一
四
章
で
は
、
「
グ
ラ
ナ
ダ
人
の
文
明
」
と
題
し
て
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
文
化
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
章
で
は
、
風
土
論
を
交
え
た
地
理
学
的
説
明
に
始
ま
り
、
グ
ラ
ナ
ダ
の
産
業
や
芸
術
、
宗
教
に
関
す
る
法
や
刑
法
、
は
て
は
哲
学
や
歴
史
叙

述
に
至
る
ま
で
幅
広
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
冒
頭
で
ミ
ゲ
ル
・
ラ
フ
エ
ン
テ
は
、
グ
ラ
ナ
ダ
の
イ
ス
ラ
ム
諸
国
の
王
を
「
モ
ー
ロ
人
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
あ
っ
た
が
、
ス
ペ
イ
ン
人
で
も
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
彼
は
、
イ
ス
ラ
ム
・
ス
ペ
イ
ン
の
歴
史
も
ス
ペ
イ
ン
国
民
史
の
一
部
と
考
え
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
の
が
、
同
書
第
四
巻
第
二
〇
章
「
有
名
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
こ
の
地
方
に
お
け
る
文
学
あ
る
い
は
美

術
分
野
の
有
益
な
作
品
」
の
記
述
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
第
一
四
章
と
は
対
照
的
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
文
化
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
注
意
す
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

き
は
こ
の
章
で
「
我
々
の
祖
先
（
昌
¢
Φ
し
り
仲
H
O
し
つ
　
邑
P
P
団
○
困
①
ω
）
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
点
に
あ
る
。
翻
っ
て
先
ほ
ど
挙
げ
た
第
一
四
章
に
目
を

転
ず
る
と
、
彼
は
決
し
て
イ
ス
ラ
ム
教
徒
を
「
我
々
の
祖
先
」
と
表
現
す
る
こ
と
は
な
い
。
彼
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
王
を
「
ス
ペ
イ
ン
人
で
あ
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つ
た
」
と
形
容
し
た
の
は
、
「
世
界
の
文
明
化
に
貢
献
し
た
幸
運
な
精
神
と
い
う
栄
誉
に
値
す
る
、
モ
ー
曲
人
で
は
あ
っ
た
が
、
ス
ペ
イ
ン
人

で
も
あ
っ
た
諸
王
の
栄
光
」
を
記
述
す
る
こ
と
を
、
そ
の
章
の
目
的
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
彼
に
と
っ
て
、
「
詳
細
な
検
証
に
値
す
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

「
歴
史
の
重
要
な
本
質
の
一
部
を
構
成
す
る
文
化
の
進
歩
」
と
い
う
も
の
は
、
あ
く
ま
で
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
文
化
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
そ
の
「
文
化
の
進
歩
」
に
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
「
貢
献
し
た
」
か
ら
こ
そ
、
彼
は
「
ス
ペ
イ
ン
人
で
あ
っ
た
」
イ
ス
ラ
ム
教
国
の
王
の

事
跡
と
そ
の
文
化
を
紹
介
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
と
同
様
の
考
え
方
が
窺
え
る
の
が
、
当
時
の
グ
ラ
ナ
ダ
大
学
の
ア
ラ
ブ
学
者
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ハ
ビ
エ
ー
ル
・
シ
モ
ネ
ー
・
イ
・
バ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

カ
（
局
『
雪
。
δ
o
o
宣
鼠
巽
ω
ぎ
。
昌
Φ
け
図
ゆ
繕
鋤
、
以
下
シ
モ
ネ
ー
と
略
記
）
の
叙
述
で
あ
る
。
彼
は
自
著
『
グ
ラ
ナ
ダ
王
国
概
説
』
の
中
で
、
当
該
地
域

に
お
け
る
民
族
構
成
と
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
、
「
〔
モ
サ
ラ
ベ
の
う
ち
〕
あ
る
も
の
は
ス
ペ
イ
ン
を
つ
く
っ
て
い
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
諸
王
国
に
逃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

れ
、
ま
た
あ
る
も
の
は
イ
ス
ラ
ム
教
に
改
宗
し
た
。
最
終
的
に
は
イ
ス
ラ
ム
教
住
民
が
支
配
し
た
の
で
あ
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。
ア
ラ
ブ
学

者
や
グ
ラ
ナ
ダ
地
方
史
研
究
者
に
と
っ
て
、
「
ス
ペ
イ
ン
を
つ
く
っ
て
い
っ
た
」
「
我
々
の
祖
先
」
と
は
、
あ
く
ま
で
「
キ
リ
ス
ト
教
諸
王
国
」

の
住
民
の
こ
と
を
指
し
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
一
八
五
〇
年
、
ピ
・
イ
・
マ
ル
ガ
ル
の
『
グ
ラ
ナ
ダ
王
国
』
が
世
に
出
た
当
時
、
モ
デ
ス
ト
・
ラ
フ
エ
ン
テ
に
よ
る
国
民
史
叙
述
が
始
ま
っ

て
い
た
。
ま
た
そ
れ
を
補
完
す
べ
く
、
そ
れ
ま
で
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
イ
ス
ラ
ム
・
ス
ペ
イ
ン
史
に
つ
い
て
、
ア
ラ
ブ
学
者
を
中
心

に
実
証
的
に
研
究
が
進
め
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
歴
史
が
ス
ペ
イ
ン
の
歴
史
と
文
化
に
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
を
彼
ら
は
認

め
て
も
、
イ
ス
ラ
ム
・
ス
ペ
イ
ン
の
歴
史
を
「
我
々
」
国
民
の
歴
史
で
は
な
く
、
「
他
者
の
歴
史
」
と
し
て
排
除
し
て
い
た
。
以
上
の
よ
う
な

歴
史
認
識
の
構
造
の
な
か
で
、
『
グ
ラ
ナ
ダ
王
国
』
は
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
次
章
で
は
、
『
グ
ラ
ナ
ダ
王
国
』
執
筆
の
経
緯
と
、
そ
れ
を
含
む
著
作
集
『
記
憶
と
美
』
の
意
義
、
そ
し
て
～
八
四
七
年
の
ピ
・
イ
・
マ
ル

ガ
ル
の
三
つ
の
論
文
の
特
徴
に
つ
い
て
、
建
築
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
読
み
解
い
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
①
冒
き
ら
Φ
ζ
言
窓
p
閃
．
℃
ぞ
鼠
p
お
琶
（
Φ
3
甲
韓
§
§
讐
四
免
ミ
ミ
向
愚
§
鼻
ぎ
　
　
しロ

~
ミ
偽
ミ
誉
き
ミ
耳
介
膏
ミ
。
婁
ε
ヨ
。
ω
O
》
・
ω
洲
海
鼠
毬
仏
り
0
ρ
（
一
自
咀
Φ
匹
‘
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史
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Q
O
ω
甲
愚
．
象
計
唱
・
く
＝
ド

⑲
≦
α
q
函
F
鉱
ま
9
①
《
≧
。
雪
げ
費
P
§
ら
鈷
δ
日
。
剛
も
や
く
陣
そ
罫
な
お
、
カ
ッ

　
コ
内
は
筆
者
に
よ
る
加
筆
。

⑳
導
其
δ
馨
識
し
。
。
＆
も
■
り
窃
．

⑳
例
え
ば
、
建
罫
8
ヨ
・
＜
H
も
．
卜
。
昏
。
門
止
■
N
①
。
。
「
な
ど
。

⑫
N
黛
罫
け
。
日
o
H
H
押
ワ
リ
仲

⑬
♂
ミ
堕
8
ヨ
。
＜
押
一
c
Q
ら
9
ワ
ト
σ
卜
。
メ

⑳
H
α
Q
爵
。
δ
℃
Φ
ま
竃
四
三
p
O
。
嵩
既
。
評
ω
自
費
≧
N
g
p
愚
「
§
甲
署

　
㎝
O
鼻
－
曲
り
㎝
・

⑳
宰
留
畠
8
智
く
慮
ω
自
8
Φ
F
b
§
魯
6
§
ミ
さ
§
幕
9
§
戸
当
竃
巴
と
甲

　
一
。
。
①
ρ
唱
．
メ
な
お
、
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
に
よ
る
加
筆
。
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第
二
章
　
　
『
ス
ペ
イ
ン
の
記
憶
と
美
唄
と
ピ
・
イ
・
マ
ル
ガ
ル
ー
史
料
と
し
て
の
建
築
ー

フランシスコ・ピ・イ・マルガルの歴史認識（菊池）

　
一
八
四
七
年
三
月
、
マ
ド
リ
ー
ド
に
移
り
住
ん
だ
ピ
・
イ
・
マ
ル
ガ
ル
を
待
っ
て
い
た
の
は
、
極
貧
生
活
で
あ
っ
た
。
当
時
職
の
な
か
っ
た

彼
は
、
知
人
の
つ
て
を
頼
っ
て
い
く
つ
か
の
雑
誌
に
寄
稿
す
る
こ
と
で
生
計
を
立
て
て
い
た
が
、
そ
の
な
か
で
知
り
合
っ
た
ペ
ド
ロ
・
マ
ド

ラ
ー
ソ
・
イ
・
ク
ン
ツ
（
　
　
　
　
　
　
①
℃
①
締
。
竃
餌
五
器
。
団
建
仁
導
N
、
以
下
マ
ド
ラ
ー
ソ
と
略
記
）
が
・
彼
に
転
機
を
量
る
こ
と
に
な
る
・

　
マ
ド
ラ
ー
ソ
編
集
の
雑
誌
『
ル
ネ
サ
ン
ス
』
に
「
記
念
建
造
物
芸
術
史
に
関
す
る
一
考
察
」
（
以
下
＝
考
察
漏
と
略
記
）
を
含
む
三
篇
の
論

②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

文
を
載
せ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
が
好
評
を
博
し
、
彼
の
名
は
マ
ド
リ
ー
ド
の
知
識
人
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
彼
は
、
マ
ド
ラ
ー
ソ
の

邸
宅
で
行
な
わ
れ
て
い
た
著
名
な
芸
術
家
の
集
ま
り
な
ど
に
も
参
加
す
る
こ
と
で
、
知
識
人
の
間
に
人
脈
を
広
げ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
一
八
四

八
年
に
、
す
で
に
『
記
憶
と
美
』
の
『
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
』
第
二
巻
を
執
筆
途
中
で
あ
っ
た
パ
ブ
ロ
・
ピ
フ
ェ
レ
ー
ル
・
イ
・
フ
ァ
ー
ブ
レ
ガ
ス

（
評
げ
一
。
℃
切
幕
蔓
閃
響
お
α
Q
霧
、
以
下
ピ
フ
ェ
レ
ー
ル
と
略
記
）
が
、
結
核
が
も
と
で
他
界
す
る
と
、
同
編
集
者
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ハ
ビ
エ
ー
ル
・

イ
・
パ
ル
セ
リ
ー
サ
（
軍
磐
。
賦
し
。
8
冨
三
①
蔓
℃
費
8
駐
鋤
、
以
下
パ
ル
セ
リ
ー
サ
と
略
記
）
は
、
ピ
フ
ェ
レ
ー
ル
の
後
任
と
し
て
ピ
・
イ
・
マ
ル
ガ
ル

に
参
加
を
依
頼
し
た
。
こ
れ
に
は
ピ
・
イ
・
マ
ル
ガ
ル
が
、
当
時
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
研
究
で
名
を
立
て
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
ピ

フ
ェ
レ
ー
ル
と
面
識
が
あ
っ
た
こ
と
も
幸
い
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
編
集
に
参
加
す
る
と
彼
は
、
ピ
フ
ェ
レ
ー
ル
の
衣
鉢
を
継
い
で
『
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
』
第
二
巻
の
残
り
を
書
き
上
げ
、
そ
の
後
一
八
四
九
年
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ら
五
一
年
ご
ろ
ま
で
二
度
に
分
け
て
、
パ
ル
セ
リ
ー
サ
と
マ
ヌ
エ
ル
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
・
イ
・
ゴ
ン
サ
ー
レ
ス
（
ζ
き
β
巴
閏
鐙
轟
監
Φ
N
《

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

O
・
嵩
隅
一
Φ
N
、
以
下
マ
ヌ
エ
ル
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
と
略
記
）
と
と
も
に
、
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
へ
取
材
旅
行
に
出
か
け
て
い
る
。
あ
く
ま
で
推
測
の
域
を

出
な
い
が
、
彼
が
『
グ
ラ
ナ
ダ
王
国
』
の
担
当
と
な
っ
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
オ
リ
エ
ン
ト
建
築
に
関
す
る
先
の
論
文
を
書
い
て
い
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。
お
そ
ら
く
は
パ
ル
セ
リ
ー
サ
の
人
選
だ
ろ
う
が
、
適
材
適
所
の
人
事
で
あ
る
の
は
ま
ず
間
違
い
な
い
。
そ
し
て
『
グ
ラ
ナ
ダ
王
国
嚇
は
、

そ
の
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
旅
行
の
記
録
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
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こ
の
『
ス
ペ
イ
ン
の
記
憶
と
美
』
と
は
、
先
に
挙
げ
た
ピ
フ
ェ
レ
ー
ル
と
パ
ル
セ
リ
ー
サ
が
中
心
と
な
っ
て
、
一
八
三
九
年
か
ら
一
八
六
五

年
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
全
一
二
巻
の
著
作
集
で
あ
る
。
第
一
巻
『
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
』
に
始
ま
り
、
第
二
一
巻
『
サ
ラ
マ
ン
カ
、
ア
ヴ
ィ
リ
ャ
、

セ
ゴ
ヴ
ィ
ア
』
に
至
る
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
風
景
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
各
巻
の
執
筆
に
は
ピ
・
イ
・
マ
ル
ガ
ル
や
ピ
フ
ェ
レ
ー
ル
以
外
に
も
、
「
現
代
マ
ジ
ョ
ル
カ
の
歴
史
叙
述
の
生
み
の
親
」
と
評
さ
れ
る
ホ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

セ
・
マ
リ
ア
・
ク
ア
ド
ラ
ー
ド
・
イ
・
ニ
エ
ト
（
旨
。
ω
ひ
竃
巴
鋤
O
轟
費
器
・
《
蜜
①
8
）
と
先
に
挙
げ
た
マ
ド
ラ
ー
ソ
が
参
加
し
、
パ
ル
セ
リ
ー
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

が
全
巻
の
挿
絵
を
担
当
し
て
い
る
。
ま
た
、
刊
行
の
仕
方
と
し
て
は
㏄
巻
ご
と
の
出
版
で
は
な
く
、
出
資
者
あ
て
に
定
期
的
に
内
容
の
一
部
を

配
布
す
る
と
い
う
形
式
を
採
っ
て
い
た
。
管
見
の
限
り
こ
の
事
実
に
言
及
し
て
い
る
研
究
者
は
い
な
い
が
、
ミ
ゲ
ル
・
ラ
フ
エ
ン
テ
が
刊
行
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

た
雑
誌
『
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
』
に
は
、
そ
の
こ
と
を
示
す
『
記
憶
と
美
』
の
広
告
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
著
作
集
で
ピ
フ
ェ
レ
ー
ル
が
目
指
し
た
の
は
、
な
に
よ
り
歴
史
の
保
存
で
あ
っ
た
。
一
八
三
九
年
当
時
、
そ
れ
ま
で
続
い
て
い
た
王
党

派
に
よ
る
内
戦
（
第
一
次
カ
ル
リ
ス
タ
戦
争
）
の
戦
火
に
よ
っ
て
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
遺
跡
が
破
壊
の
憂
き
目
に
遭
っ
て
い
た
。
こ
の
状
況
を
嘆

い
た
ピ
フ
ェ
レ
ー
ル
は
、
「
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
が
、
自
分
た
ち
の
祖
先
の
栄
光
と
偉
大
さ
を
自
分
た
ち
に
記
憶
さ
せ
る
、
様
々
な
モ
ニ
ュ
メ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ト
を
保
存
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
」
と
の
考
え
か
ら
、
こ
の
刊
行
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ
る
。
マ
ド
ラ
ー
ソ
が
書
い
た
シ

リ
ー
ズ
中
の
一
巻
『
セ
ビ
ー
リ
ャ
、
カ
デ
イ
ス
』
の
序
文
で
は
、
執
筆
者
ら
の
想
い
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
語
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
「
我
々
の
作
品
の
タ
イ
ト
ル
は
、
我
々
が
戦
う
旗
印
で
あ
る
。
数
年
間
、
文
学
の
世
界
で
行
な
わ
れ
て
き
た
そ
の
試
み
は
、
必
ず
や
成
功
さ
せ
な
け
れ

　
　
ば
な
ら
な
い
。
我
々
の
使
命
と
は
、
我
々
を
形
作
っ
て
き
た
風
景
の
中
の
物
質
的
、
精
神
的
世
界
、
そ
の
中
に
存
在
す
る
あ
ら
ゆ
る
美
し
い
も
の
と
記
憶

　
　
す
べ
き
も
の
を
（
こ
の
著
作
集
の
中
に
）
封
じ
込
め
る
こ
と
で
あ
る
。
美
し
い
も
の
（
を
封
じ
込
め
る
の
は
）
我
々
が
美
し
い
も
の
を
描
く
た
め
に
。
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
　
憶
す
べ
き
も
の
（
を
封
じ
込
め
る
の
は
）
輝
か
し
い
思
い
出
を
不
滅
に
す
る
た
め
に
。
」

彼
ら
は
こ
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
記
憶
を
紙
面
に
「
封
じ
込
め
て
」
世
に
送
り
出
す
こ
と
で
、
そ
れ
ら
を
国
民
に
と
っ
て
の
「
記
憶

　
⑫

の
場
」
へ
と
変
え
て
い
こ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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フランシスコ・ピ・イ・マルガルの歴史認識（菊池）

　
そ
の
結
果
、
こ
の
著
作
集
は
国
王
夫
妻
を
始
め
と
し
て
多
く
の
定
期
購
読
者
を
獲
得
し
、
王
家
の
手
厚
い
保
護
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
こ
の
「
国
民
的
事
業
」
と
し
て
の
ピ
フ
ェ
レ
ー
ル
ら
の
意
図
は
当
時
広
く
知
れ
渡
り
、
こ
の
著
作
集
は
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
成

功
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
『
記
憶
と
美
撫
の
レ
イ
ア
ウ
ト
ー
…
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
風
景
の
挿
絵
と
、
そ
れ
ら
に
ま
つ
わ
る
歴
史
的
説
明
を
加
え

る
と
い
う
形
式
　
　
は
、
ペ
レ
ス
・
ヴ
イ
リ
ャ
ー
ミ
ル
（
旨
℃
騨
①
N
＜
巳
磐
ε
の
『
ス
ペ
イ
ン
』
や
ホ
セ
・
ア
マ
ド
ー
ル
・
デ
・
ロ
ス
・
リ
オ

ス
・
イ
・
セ
ラ
ー
ノ
（
冒
器
〉
§
号
乙
巴
霧
国
。
ω
蜜
ω
Φ
u
§
・
）
の
『
ト
レ
ド
・
ピ
ン
ト
レ
ス
カ
』
な
ど
、
多
く
の
出
版
物
に
よ
っ
て
模
倣
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
著
作
集
は
数
年
の
う
ち
に
市
民
の
レ
ベ
ル
ま
で
記
念
建
造
物
に
関
す
る
知
識
を
啓
蒙
し
た
り
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
登
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

を
促
し
た
り
も
し
た
。
『
記
憶
と
美
』
が
「
一
九
世
紀
中
最
も
影
響
力
を
持
っ
た
出
版
物
の
一
つ
扁
と
評
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　
そ
し
て
「
最
も
影
響
力
を
持
っ
た
」
の
は
、
何
よ
り
こ
の
著
作
集
が
時
代
の
思
潮
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

書
史
料
の
保
存
と
刊
行
に
そ
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
八
三
六
年
忌
よ
び
一
八
五
五
年
の
永
代
所
有
財
産
解
放
令
（
匹
Φ
ω
帥
ヨ
○
同
〔
陣
N
P
O
一
ひ
湿
）

に
よ
っ
て
、
教
会
所
有
の
不
動
産
、
動
産
が
売
却
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
教
会
が
所
有
し
て
い
た
美
術
品
や
文
書
史
料
が
国
有
化
さ
れ
た
こ
と
も
、

こ
の
動
き
を
後
押
し
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
王
立
歴
史
ア
カ
デ
ミ
ー
の
図
書
館
司
書
ト
マ
ス
・
ム
ニ
ョ
ス
・
イ
・
ロ
メ
ロ
（
↓
○
語
欝
ζ
鼠
Q
N
《

園
§
Φ
δ
）
が
一
八
四
七
年
に
編
纂
・
出
版
し
た
『
地
方
自
治
体
特
別
法
と
移
住
許
可
証
集
成
』
は
、
中
世
の
フ
ェ
ロ
（
特
別
法
）
な
ど
の
法
律

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

集
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
一
八
六
八
年
に
プ
ラ
ド
美
術
館
が
国
立
美
術
館
と
さ
れ
た
り
、
国
内
各
地
の
建
築
物
を
保
存
す
る
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

に
一
八
四
四
年
に
歴
史
的
芸
術
的
記
念
建
造
物
委
員
会
が
設
立
さ
れ
た
り
も
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
保
存
運
動
と
呼
応
す
る
よ
う
に
、

『
記
憶
と
美
』
で
は
、
文
中
で
言
及
し
た
年
代
記
や
ロ
ー
マ
時
代
の
碑
文
な
ど
数
多
く
の
史
料
が
、
脚
注
や
巻
末
に
そ
の
ま
ま
掲
載
さ
れ
て
い

⑰る
。
「
遺
跡
」
の
保
存
を
目
指
す
執
筆
者
ら
の
意
図
を
、
こ
こ
で
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
そ
れ
で
は
こ
の
著
作
集
の
出
版
が
始
ま
っ
た
こ
ろ
、
ス
ペ
イ
ン
の
建
築
史
研
究
上
い
か
な
る
建
築
様
式
が
「
ス
ペ
イ
ン
の
」
建
築
と
さ
れ
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
ご
三
で
・
当
時
の
建
築
計
器
ヤ
カ
ヴ
・
ダ
・
イ
●
ナ
ー
バ
（
濠
。
蝉
邑
p
島
鼠
以
下
カ
ヴ
・
ダ
と
略
諏
）
の
叙
述

を
取
り
上
げ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
カ
ヴ
ェ
ダ
は
歴
史
的
芸
術
的
記
念
建
造
物
委
員
会
の
命
を
受
け
、
ペ
ド
ロ
・
マ
ド
ラ
ー
ソ
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の
父
で
宮
廷
画
家
で
も
あ
っ
た
ホ
セ
・
マ
ド
ラ
ー
ソ
・
イ
・
ア
グ
ー
ド
（
｝
。
ω
ゆ
ζ
匙
§
○
望
〉
α
Q
瓦
・
）
ら
と
と
も
に
、
ス
ペ
イ
ン
各
地
で
建
築
の

調
査
を
行
な
っ
て
お
り
、
一
八
四
八
年
に
著
さ
れ
た
そ
の
調
査
報
告
書
、
『
ロ
ー
マ
の
支
配
か
ら
現
代
ま
で
、
ス
ペ
イ
ン
で
使
わ
れ
た
建
築
の

様
々
な
特
徴
に
関
す
る
歴
史
的
省
察
臨
（
以
下
署
蓋
と
略
記
）
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
建
築
物
に
関
す
る
学
問
的
知
識
を
体
系
化
し
、
そ
の
後
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

建
築
史
叙
述
に
＝
疋
の
枠
組
み
を
与
え
た
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
そ
の
カ
ヴ
ェ
ダ
に
と
っ
て
も
、
ピ
フ
ェ
レ
ー
ル
ら
と
同
じ
く
、
建
築
と
は
史
料
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
彼
が
ス
ペ
イ
ン
国
民
の
歴
史
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

特
に
見
出
し
た
の
が
、
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
で
あ
る
。
そ
こ
に
「
我
々
に
連
な
る
遺
産
」
を
見
た
彼
は
、
い
ず
れ
も
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
、
レ
オ
ン
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ブ
ル
ゴ
ス
、
ト
レ
ド
、
セ
ビ
ー
リ
ャ
の
大
聖
堂
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
章
を
立
て
て
分
析
を
行
な
っ
て
い
る
。
他
方
で
、
彼
は
イ
ス
ラ
ム
建

築
に
は
「
ス
ペ
イ
ン
建
築
（
費
ρ
巳
け
①
。
罵
鋤
号
騨
冨
鍔
）
」
と
い
う
言
葉
を
決
し
て
使
っ
て
は
い
な
い
。
あ
く
ま
で
そ
れ
ら
は
「
（
ア
ラ
ブ
人
に
よ

・
て
）
ス
ペ
イ
ン
で
使
わ
れ
た
簑
（
喜
け
①
．
奮
塁
露
①
島
§
識
9
）
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
勧
・
当
時
の
建
築
史

家
に
と
っ
て
、
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
建
築
こ
そ
ス
ペ
イ
ン
国
民
の
歴
史
を
表
象
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
ピ
・
イ
・
マ
ル
ガ
ル
が
名
を
成
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
先
の
三
論
文
は
、
こ
の
よ
う
な
学
問
的
状
況
の
中
で
書
か
れ
た
。
最
後
に
、
『
グ
ラ

ナ
ダ
王
国
』
以
前
の
彼
の
歴
史
認
識
の
特
徴
を
特
に
三
点
、
そ
の
雑
誌
論
文
か
ら
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
一
点
目
と
し
て
、
ま
ず
な
に
よ
り
、
カ
ヴ
ェ
ダ
ら
と
同
じ
く
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
史
料
と
み
な
す
彼
の
姿
勢
を
指
摘
で
き
る
。
彼
は
「
一
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

察
」
冒
頭
で
、
近
代
に
入
り
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
含
む
様
々
な
史
料
を
用
い
て
歴
史
を
叙
述
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
だ
が
こ
こ

で
重
要
な
の
は
、
彼
が
建
築
を
他
の
史
料
、
例
え
ば
文
書
史
料
な
ど
、
と
同
列
に
扱
っ
て
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
「
エ
ジ
プ
ト
建
築
」
の

最
後
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　
　
「
思
想
家
が
そ
れ
ら
〔
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
〕
の
方
へ
目
を
向
け
、
そ
の
重
要
性
を
認
識
し
た
と
き
、
彼
ら
は
、
年
代
記
や
古
い
手
稿
本
な
ど
よ
り
も
そ
れ

　
　
ら
の
遺
跡
か
ら
過
去
を
読
み
取
る
こ
と
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
年
代
記
や
手
稿
本
は
個
々
人
の
声
（
を
表
わ
し
た
も
の
）
だ
が
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
民
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
の
声
（
を
表
わ
す
も
の
）
だ
か
ら
で
あ
る
。
」
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フランシスコ・ピ・イ・マルガルの歴史認識（菊池）

彼
は
な
に
よ
り
建
築
に
史
料
的
価
値
を
見
出
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
こ
か
ら
罠
族
の
歴
史
を
最
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
か
ら
で

あ
る
。

　
二
点
目
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
そ
の
と
き
彼
が
歴
史
を
読
み
取
る
対
象
に
選
ん
だ
の
が
、
自
身
が
行
っ
た
こ
と
も
な
い
、
イ
ン
ド
と
エ

ジ
プ
ト
の
建
築
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
よ
り
踏
み
込
ん
だ
言
い
方
を
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
建
築
と
「
同
じ
オ
リ
エ
ン
ト
建
築
」
た
る
イ

ス
ラ
ム
建
築
を
論
じ
る
素
地
と
い
う
も
の
が
、
『
グ
ラ
ナ
ダ
王
国
』
以
前
か
ら
彼
の
中
で
醸
成
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
見
出
し
た
の
は
、
な
に
も
個
々
の
民
族
の
歴
史
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
、
民
族
ご
と
に
建
築
様
式
に
違
い

が
生
じ
る
理
由
を
、
そ
の
土
地
の
風
土
や
統
治
原
理
、
そ
し
て
宗
教
の
差
異
な
ど
か
ら
説
明
づ
け
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
な
お
そ
れ
ら
の
比
較

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、

を
通
し
て
人
類
の
普
遍
性
、
人
類
の
歴
史
の
調
和
を
見
出
し
た
。
民
族
の
歴
史
を
表
象
す
る
多
様
な
建
築
様
式
か
ら
、
統
一
的
な
人
類
の
歴
史

を
志
向
し
た
こ
と
。
こ
れ
が
三
点
目
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
三
論
文
を
貫
く
テ
ー
マ
で
あ
る
記
念
建
造
物
研
究
そ
れ
自
体
は
、
彼
が
マ
ド
リ
ー
ド
に
来
る
前
か
ら
志
し
て
い
た
も
の
だ
っ
た
。
マ

ド
リ
ー
ド
に
移
る
前
年
の
～
八
四
六
年
、
友
人
ベ
ネ
ッ
ト
・
ラ
ン
サ
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
、
ピ
・
イ
・
マ
ル
ガ
ル
は
、
当
時
の
ス
ペ
イ
ン
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
記
念
建
造
物
芸
術
に
関
す
る
研
究
が
他
国
と
比
べ
て
立
ち
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
嘆
き
、
次
の
よ
う
に
マ
ド
リ
ー
ド
で
の
百
標
を
語
る
。

　
　
　
　
「
王
都
〔
マ
ド
リ
…
ド
〕
に
着
い
て
か
ら
は
、
私
は
事
実
と
い
う
（
分
析
の
）
光
よ
り
も
、
む
し
ろ
『
哲
学
』
（
顕
一
〇
ω
o
貯
）
と
い
う
（
分
析
の
）
光

　
　
を
当
て
て
全
体
を
見
本
す
こ
と
で
、
建
築
の
歴
史
を
害
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
も
、
風
土
、
構
造
、
宗
教
、
習
俗
、
文
学
を
そ
の
内
部
で
開
花
さ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
て
い
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
建
築
が
持
ち
続
け
て
き
た
、
密
接
な
関
連
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
で
。
」

ま
さ
に
こ
の
宣
言
通
り
の
分
析
と
叙
述
を
、
彼
は
三
論
文
で
行
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。

　
本
章
を
ま
と
め
よ
う
。
一
九
世
紀
半
ば
に
は
歴
史
叙
述
以
外
に
も
、
史
料
の
収
集
、
保
存
、
刊
行
な
ど
の
「
物
理
的
」
方
法
に
よ
っ
て
、
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ペ
イ
ン
国
劇
史
を
形
成
す
る
動
き
が
生
ま
れ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
国
民
史
構
築
の
活
動
に
、
『
記
憶
と
美
』
の
出
版
理
念
と
そ
の
内
容

は
、
軌
を
一
に
し
て
い
た
。
ま
た
、
当
時
本
格
的
に
始
ま
っ
た
ス
ペ
イ
ン
建
築
史
研
究
で
は
、
国
民
の
歴
史
を
表
象
す
る
と
考
え
ら
れ
た
の
は
、
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ゴ
シ
ッ
ク
建
築
に
代
表
さ
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
建
築
で
あ
っ
た
。
ピ
・
イ
・
マ
ル
ガ
ル
も
ま
た
時
代
の
子
と
し
て
、
史
料
と
し
て
の
建
築
か
ら
そ

れ
を
建
て
た
民
族
の
歴
史
を
読
み
取
っ
た
が
、
さ
ら
に
彼
は
そ
こ
か
ら
人
類
の
歴
史
へ
と
つ
な
が
る
形
で
思
考
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
三
論
文
で
見
せ
た
彼
の
歴
史
認
識
は
、
『
グ
ラ
ナ
ダ
王
国
』
で
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
章
で
は
、
『
グ
ラ
ナ
ダ
王

国
』
の
分
析
に
進
み
、
そ
こ
で
の
ピ
・
イ
・
マ
ル
ガ
ル
の
歴
史
認
識
を
探
っ
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
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①
ペ
ド
ロ
・
マ
ド
ラ
ー
ソ
は
一
八
五
｝
年
に
サ
ン
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
王
立
芸
術
ア

　
カ
デ
ミ
ー
（
カ
Φ
働
一
》
O
餌
傷
Φ
日
陣
餌
匹
Φ
し
d
①
一
一
四
G
◎
》
『
仲
⑦
し
。
仙
Φ
ω
餌
P
閏
㊦
「
口
固
P
α
O
）
会
員
に
、

　
そ
し
て
～
八
五
九
年
に
は
王
立
歴
史
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。

　
H
α
Q
岩
9
0
℃
色
a
ζ
費
鼠
戸
O
o
ロ
鑓
δ
℃
霧
効
ヨ
鎗
≧
N
践
昼
§
．
鼠
昏
も
9
ω
週
山
刈
①
．

②
門
記
念
建
造
物
芸
術
史
に
関
す
る
～
考
察
」
、
「
イ
ン
ド
建
築
」
、
「
エ
ジ
プ
ト
建

　
築
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
　
閃
．
四
畷
公
費
α
Q
p
件
、
．
〉
β
ほ
冨
。
ε
茜
ぎ
象
餌
．
．
り
史

　
肉
§
亀
嵩
ミ
§
貧
8
碁
。
押
鼠
践
臥
八
一
Q
。
ミ
甲
署
．
c
。
甲
Q
朗
署
．
り
刈
ら
り
　
言
霊
《

　
鼠
碧
α
q
飢
だ
．
5
β
白
け
Φ
o
ε
H
餌
①
α
q
な
。
貯
．
、
甲
史
肉
§
轟
鼠
註
§
3
8
ヨ
。
押
ζ
蝕
嵩
9

　
一
c
o
心
メ
℃
や
一
ω
一
－
一
ω
蒔

③
国
鼠
ρ
話
く
Φ
田
畷
0
8
聾
①
N
”
℃
こ
罫
曼
N
こ
貯
ぎ
N
ミ
ミ
O
ミ
N
、
§
誉
、
§
舞

　
卜
霜
§
ξ
ら
ミ
織
亀
寒
ミ
ト
養
。
識
鮫
§
”
賜
黛
》
ミ
。
篭
鼻
隔
§
§
軍
気
8
ミ
§
6
偽
蓉
譜

　
さ
窺
ミ
ミ
響
応
ミ
。
§
免
も
轟
亀
ミ
慧
N
ミ
ミ
譜
慧
ミ
犠
ミ
職
棲
貯
慧
N
ミ
ら
亀
ミ
長
δ
ヨ
o
H
層

　
じ
づ
碧
8
δ
屋
Ψ
一
。
。
G
。
ρ
や
凹
G
。
①
．

④
評
甑
。
空
｛
霞
Φ
曙
頴
ぴ
H
Φ
σ
q
簿
ω
岬
男
℃
ぞ
寓
鍵
σ
q
弩
藩
§
偽
§
隔
隻
b
u
免
ミ
馨
偽
譜

　
書
§
鼻
9
ミ
§
鼻
δ
ヨ
。
同
押
b
d
霞
。
巴
。
罵
り
H
G
Q
㎝
ρ
（
＆
．
融
p
。
。
＼
p
．
γ
署
．

　
ト
つ
一
伊
1
ω
O
O
．

⑤
よ
り
正
確
に
は
一
八
四
九
年
八
月
ご
ろ
か
ら
岡
年
一
〇
月
半
ば
の
間
、
そ
し
て

　
一
八
五
一
年
八
月
末
か
ら
一
〇
月
半
ば
ま
で
の
間
で
あ
る
。
O
p
し
。
ぎ
躍
竃
ゆ
「
芦

　
o
b
．
o
陣
f
署
．
｝
①
O
山
。
。
G
。
．

⑥
マ
ヌ
エ
ル
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
は
、
特
に
歴
史
小
説
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。
ま

　
た
彼
の
弟
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
・
イ
・
ゴ
ン
サ
ー
レ
ス
（
閏
話
p
－

　
9
ω
o
o
閃
㊦
導
雪
匹
Φ
N
図
O
o
p
温
一
Φ
N
）
は
、
マ
ド
リ
ー
ド
中
央
大
学
の
美
学
講
座
正

　
教
授
、
形
而
上
学
講
座
正
教
授
な
ど
を
歴
任
し
、
後
に
大
学
長
に
就
任
し
て
い
る
。

　
H
α
Q
富
鼠
。
℃
Φ
冒
ひ
竃
碧
賦
P
Ω
o
震
鉱
。
勺
霧
置
酒
費
≧
N
帥
H
貯
”
魯
．
臨
昏
も
O
．
謹
ω
幽
幽
県

⑦
建
仁
寧
α
O
？
窃
8
．

⑧
例
え
ば
ピ
・
イ
・
マ
ル
ガ
ル
の
『
グ
ラ
ナ
ダ
王
国
臨
出
資
者
の
中
に
は
、
第
一

　
章
で
触
れ
た
モ
デ
ス
ト
・
ラ
フ
エ
ン
テ
や
旧
時
の
著
名
な
購
作
家
で
、
ミ
ゲ
ル
・

　
ラ
フ
エ
ン
テ
と
も
親
し
か
っ
た
ホ
セ
・
ソ
リ
ー
リ
ャ
（
一
〇
6
。
⑲
N
o
三
に
p
）
、
そ
し

　
て
オ
ラ
ン
ダ
人
ア
ラ
ブ
学
者
の
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
・
ド
ズ
ィ
ー
（
菊
Φ
冒
ぎ
隣
℃
’
〉
■

　
O
o
謎
）
も
含
ま
れ
て
い
る
。
鳴
．
℃
一
団
鋒
費
σ
q
餌
戸
肉
露
岩
譜
O
、
§
目
鼻
ζ
践
嵩
F

　
一
G
。
q
ρ
題
．
鳶
G
。
－
調
歩
■

⑨
》
ま
毎
日
ρ
貯
叫
き
§
§
蔦
訴
。
ヨ
。
＜
押
O
「
雪
巴
P
一
。
。
寅
℃
］
①
F
ま
た
ピ
・

　
イ
・
マ
ル
ガ
ル
の
一
八
五
〇
年
一
〇
月
一
四
日
付
け
の
書
簡
に
も
刊
行
ペ
ー
ス
に

　
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。
O
o
ω
自
牌
誕
餌
二
赴
○
や
。
搾
“
や
ミ
①
■

⑳
評
露
。
空
眺
貫
Φ
訓
沁
§
暦
学
隔
受
切
ミ
貯
毯
誌
面
愚
§
鼻
9
ミ
§
織
」
。
ヨ
。
H
”

　
ご
u
費
8
び
葛
讐
一
G
。
G
。
P
（
巴
■
｛
四
ρ
ω
＼
8
や
餅

⑪
℃
巴
8
ζ
巴
§
ρ
沁
§
偽
§
隔
絶
じ
口
鴨
ミ
頓
暴
譜
時
憩
亀
鳶
浄
ミ
ミ
更
象
寿
曽

　
竃
巴
瓜
画
一
〇
。
㎝
9
噂
．
一
ω
．
な
お
、
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
に
よ
る
加
筆
。

⑫
ピ
エ
…
ル
・
ノ
ラ
編
、
（
谷
川
稔
監
訳
）
『
記
憶
の
場
隔
（
全
三
巻
）
岩
波
書
店
、

　
二
〇
〇
二
一
三
年
。

⑬
≦
8
無
Φ
竃
器
鋒
Φ
〉
げ
墨
．
．
㌘
2
Φ
凱
。
忘
し
d
亀
Φ
憂
し
。
侮
①
国
磐
践
p
曽
。
謁
魯

　
賦
8
ざ
σ
q
坤
o
P
ω
三
白
巳
巴
。
ω
．
．
Ψ
Q
§
口
り
。
。
蒔
も
’
c
。
◎
冨
三
2
自
⑦
ヨ
p
a
o
b
唱
．
o
帥
£
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ワ
δ
ρ

⑭
以
下
を
参
照
。
中
川
功
コ
九
世
紀
ス
ペ
イ
ン
の
土
地
所
有
形
態
（
1
）
！

　
「
南
部
扁
に
お
け
る
メ
ン
デ
ィ
サ
…
バ
ル
期
の
「
永
代
所
窟
の
解
体
」
（
島
？

　
切
p
ヨ
。
身
離
N
鼻
♪
o
間
ひ
罫
）
一
」
　
咽
拓
殖
大
愚
ず
弥
醐
集
㎏
　
一
轟
ハ
八
口
万
、
　
一
甑
ご
二
一
一
九
⊥
ハ
頁
、

　
お
よ
び
岡
多
正
秀
「
デ
サ
モ
ル
テ
ィ
サ
シ
オ
ン
と
そ
の
諸
相
」
立
石
博
高
、
関
哲

　
行
、
三
婆
功
、
中
塚
次
郎
編
『
ス
ペ
イ
ン
の
歴
史
暁
昭
和
堂
、
一
九
九
八
年
、
一

　
八
O
I
一
八
七
頁
。

⑮
他
に
は
、
竃
p
三
鵠
号
閃
頸
融
注
Φ
N
α
Φ
彪
p
話
H
糞
ρ
O
暮
鼠
診
譜
さ
q
N
§
§
、
8

　
斗
“
ミ
馬
8
鷺
ミ
ミ
§
§
，
貯
譜
肉
魯
ミ
鼻
ζ
巴
マ
興
一
G
。
膳
卜
σ
－
一
〇
。
⑩
伊
ド
ξ
し
ゅ
日
。
隣
Φ
。
・

　
ζ
⑦
乱
o
N
費
9
§
甑
薯
譜
さ
q
§
ミ
N
肺
象
§
ミ
§
）
こ
帽
ミ
貯
。
ミ
譜
賜
§
町
田
ミ
貯
、
§

　
ら
§
嶋
ミ
偽
ミ
ヒ
ミ
望
郷
三
国
q
、
N
譜
貯
隔
§
職
蜂
＆
篭
8
§
ミ
N
題
譜
臨
ミ
“
、
，
凡
ミ
ヒ
O
亀
§
ミ

　
竃
勲
象
乱
し
○
。
袋
山
。
。
G
。
野
な
ど
。
竃
嘗
露
①
♂
竃
繕
N
寡
震
⑦
ω
餌
Φ
○
｝
罵
や
愚
．
ら
罫
O
’

　
一
畷
一
．

⑯
国
も
。
o
禽
雪
鑓
冨
茜
「
§
Φ
乱
費
一
三
Φ
N
り
9
ミ
戴
§
題
、
こ
§
翫
ミ
禽
勘
O
§
帖
賜
§

　
O
§
㌧
ミ
N
譜
§
ミ
ミ
砺
ミ
象
ミ
q
な
㌧
詩
。
出
、
駐
ミ
8
§
、
，
、
ミ
¢
竃
跳
H
乙
b
O
O
一
も
．
刈
・

⑰
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
明
カ
タ
ル
…
ニ
ャ
臨
第
二
巻
の
巻
末
附
録
で
は
、
ピ
フ
ェ

　
レ
ー
ル
が
遺
し
た
…
七
項
目
に
わ
た
る
史
料
類
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
℃
p
σ
｝
o

　
空
酬
Φ
羅
醇
寓
大
飾
σ
「
①
α
q
霧
“
甥
勺
一
《
竃
碧
α
q
蝉
拝
9
帖
ミ
ミ
鼻
ε
ヨ
o
H
戸
し
d
碧
8
｝
o
p
P

　
噂
ワ
ω
霞
－
G
o
雪
餅

⑱
H
α
q
塁
9
・
℃
Φ
ま
瓢
監
貫
○
。
⇒
N
臨
。
評
し
。
塁
母
≧
罵
蕾
甲
愚
．
ミ
甲
箸
■

　
一
。
◎
ω
1
一
〇
Q
心
．

⑲
智
怨
霊
げ
。
箆
p
磯
低
く
ρ
、
．
甲
窃
魯
欝
9
曾
、
、
狐
と
。
怨
9
＜
①
号
》
・
肯
く
p
肉
浅
a
。

　
ミ
詮
鰹
，
§
旨
奪
、
旧
藩
恥
ミ
竃
、
象
鷺
、
軽
禽
繕
ミ
“
寝
賊
§
ミ
ミ
§
S
貯
霜
さ
い
§
豊
§
匙
翁
魯

　
ミ
b
o
ミ
ミ
蔑
§
沁
。
ミ
§
鶏
》
職
偽
ミ
塙
ミ
譲
、
象
ミ
塗
N
費
p
σ
q
o
N
P
一
Φ
o
。
◎
や
×
’

⑳
ぢ
器
9
＜
㊦
畠
《
密
多
肉
諺
δ
6
ミ
慧
ミ
。
旨
ミ
§
ミ
鯉
附
き
鳥
喰
N
§
勉
寒

　
織
ミ
ミ
』
ミ
ミ
蔦
ミ
壱
貯
匙
さ
防
§
婁
§
笥
兜
蟹
ミ
さ
ミ
蓉
甑
§
、
§
§
ミ
ぎ
防
ミ

　
ミ
誤
㌃
題
ミ
盈
竃
践
鳳
山
一
回
。
。
ら
G
。
甲
（
①
恥
．
げ
p
N
ρ
冠
σ
q
o
N
ゆ
“
一
④
c
。
①
）
Ψ
で
．
＜
H
囲
■
　
．

⑳
§
靴
も
．
“
。
刈
ρ

⑫
　
奪
ミ
日
暮
．
ω
ホ
虞
一
N

㊧
　
建
餌
署
」
多
子
鼻
。
。
．

⑳
閃
■
℃
ぞ
諸
多
α
q
琶
㌦
．
¢
審
。
撤
践
窓
ポ
冨
。
・
§
多
分
巴
壁
Φ
ヨ
。
。
§
窪
邑
．
．
甲
ミ

　
肉
§
ミ
馬
ミ
§
、
P
ε
ヨ
。
回
甲
竃
巴
蛾
ρ
一
〇
。
禽
メ
つ
㎝
G
。
．

⑳
男
四
畷
鎮
碧
α
q
餌
拝
．
．
≧
ρ
葺
①
。
ε
欝
Φ
α
q
ぢ
。
貯
、
ド
ワ
お
野

⑳
三
型
畷
9
碧
σ
q
艶
冒
．
、
〉
お
葺
Φ
。
讐
『
2
巳
鼠
．
ド
℃
．
⑩
④
■

⑳
9
ω
冒
マ
ζ
監
謄
8
■
9
’
い
℃
」
①
ρ
』
。
強
O
錺
p
。
。
。
。
効
9
≧
げ
象
○
訂
駄
器
り

　
号
寓
賛
O
．
♂
’

⑳
　
○
鋤
ら
・
ぎ
蹄
鼠
裏
罫
○
℃
．
9
f
唱
唱
」
①
鼻
山
①
曾
な
お
、
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
に
よ
る

　
加
筆
。
ま
た
二
重
カ
ギ
カ
ッ
コ
内
、
原
文
頭
文
字
が
大
文
字
と
な
っ
て
い
る
。

⑳
ζ
餌
匿
巴
竃
。
お
8
＞
ぴ
蕊
p
勇
。
暴
ヨ
。
冨
ヨ
。
Φ
田
6
。
§
常
会
。
δ
5
巴
、
ド

　
肉
遷
跨
ミ
顛
象
ミ
爵
9
ミ
§
N
誉
ミ
ミ
裂
く
。
囲
押
ぎ
’
O
－
一
ρ
笛
O
O
ρ
薯
‘
一
Q
。
心
仁
■

第
三
章
　
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
の
「
思
い
出
」
と
そ
の
継
承
1
『
グ
ラ
ナ
ダ
王
国
幽
の
叙
述
分
析
一

　
　
『
グ
ラ
ナ
ダ
王
国
』
は
全
二
三
章
で
構
成
さ
れ
、
う
ち
二
〇
章
ま
で
が
フ
ェ
ニ
キ
ア
入
の
入
植
か
ら
グ
ラ
ナ
ダ
王
国
の
陥
落
ま
で
の
概
説
と

な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
書
の
中
で
は
キ
リ
ス
ト
教
義
と
な
っ
た
グ
ラ
ナ
ダ
の
歴
史
そ
れ
自
体
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
（
た
だ
第
二
三
章
で
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キ
リ
ス
ト
教
建
築
物
　
　
例
え
ば
、
王
室
礼
拝
堂
（
○
琶
臨
貯
即
Φ
巴
、
サ
ン
・
フ
ア
ン
・
デ
・
ロ
ス
・
レ
ジ
ェ
ス
（
ω
き
冒
き
儒
Φ
δ
ω
菊
①
い
δ
。
。
）
そ
し
て
大
聖

堂
（
O
帥
叶
Φ
島
H
騨
｝
）
な
ど
一
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
）
そ
し
て
、
残
り
の
三
章
で
、
マ
ラ
ガ
、
グ
ア
デ
ィ
ク
ス
、
グ
ラ
ナ
ダ
な
ど
の
記
念
建
造
物
が
、

紀
行
文
の
体
裁
を
と
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
彼
自
身
、
ア
ン
チ
ケ
ラ
や
グ
ア
デ
ィ
ク
ス
と
い
っ
た
地
方
に
は
目
を
引
く
よ
う
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

は
な
い
、
と
す
ら
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
三
章
の
中
で
は
や
は
り
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
に
関
す
る
記
述
が
圧
倒
的
に
多
い
。

　
こ
こ
で
、
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
宮
殿
で
最
も
有
名
な
ラ
イ
オ
ン
の
パ
テ
ィ
オ
を
彼
に
案
内
し
て
も
ら
お
う
。

　
　
　
　
「
円
筒
状
の
丸
天
井
に
覆
わ
れ
た
プ
ラ
テ
レ
ス
コ
様
式
〔
一
六
世
紀
ス
ペ
イ
ン
・
ル
ネ
サ
ン
ス
様
式
〕
の
囲
廊
か
ら
、
二
つ
の
鍾
乳
石
の
ア
…
チ
の
間

　
　
を
通
し
て
見
る
、
パ
テ
ィ
オ
の
落
体
を
楽
し
む
。
そ
の
魅
惑
的
な
小
広
場
と
美
し
い
回
廊
を
支
え
る
た
く
さ
ん
の
柱
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
柱
の
間
か
ら
垣

　
　
間
見
え
る
、
は
め
込
ま
れ
た
緻
密
な
壁
画
の
よ
う
な
美
し
い
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
、
＝
～
頭
の
う
イ
オ
ン
か
ら
こ
ん
こ
ん
と
流
れ
落
ち
る
水
の
聞
か
ら
噴
き
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
す
巨
大
な
噴
水
。
こ
れ
ら
を
見
た
と
き
の
喜
び
は
、
説
明
し
つ
く
せ
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
」

だ
が
そ
の
冷
静
な
描
写
も
こ
こ
ま
で
で
、
彼
は
そ
の
後
「
そ
の
美
し
さ
が
消
え
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
思
う
と
、
胸
が
張
り
裂
け
そ

う
だ
。
そ
こ
に
は
、
ア
ラ
ブ
人
の
精
神
と
幻
想
が
、
そ
こ
か
し
こ
で
見
つ
か
る
の
だ
か
ら
」
と
美
に
囚
わ
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
に
ア
ル
ハ

ン
ブ
ラ
の
描
写
は
、
熱
に
浮
か
さ
れ
た
よ
う
な
叙
情
的
な
語
り
口
と
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
そ
の
語
り
口
も
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
説
明
す
る
と
き
だ
け
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
前
章
で
言
及
し
た
三
篇
の
論
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

と
同
様
、
彼
は
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
宮
殿
を
「
記
録
と
し
て
読
ま
れ
る
べ
き
価
値
が
あ
る
」
も
の
と
み
な
し
て
お
り
、
序
文
で
「
我
々
は
お
前
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

め
の
歴
史
家
に
過
ぎ
な
い
」
と
自
身
の
立
場
を
確
認
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
二
〇
章
ま
で
の
グ
ラ
ナ
ダ
王
国
史
の
概
説
が
、
極
め
て
淡
々

と
し
た
叙
述
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
表
わ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
第
一
六
章
「
ユ
ー
ス
フ
・
ア
ブ
ー
・
エ
ル
・
ア
ヒ
ア
ー
グ
、
ム
ハ
ン
マ
ド

五
十
、
イ
ス
マ
イ
ー
ル
ニ
世
、
ア
ブ
ー
・
サ
イ
ー
ド
」
で
は
、
ム
ハ
ン
マ
ド
五
世
治
下
の
都
市
グ
ラ
ナ
ダ
に
つ
い
て
、
同
時
代
の
宰
相
ハ
ー
テ

ィ
ー
ブ
（
囚
訂
巴
げ
）
の
言
を
引
き
、
「
当
時
の
グ
ラ
ナ
ダ
に
は
、
商
人
や
旅
行
者
と
し
て
、
ム
ス
リ
ム
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
、
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
教

徒
と
い
っ
た
す
べ
て
の
宗
派
の
人
間
、
す
べ
て
の
帝
国
の
臣
民
が
集
ま
っ
て
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
現
代
で
も
議
論
が
盛
ん
な
こ
の
「
寛
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⑤

容
」
に
つ
い
て
当
時
す
で
に
言
及
し
て
い
る
点
は
、
強
調
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
で
は
、
彼
の
グ
ラ
ナ
ダ
王
国
史
認
識
は
、
時
代
の
歴
史
認
識
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
～
旦
『
グ
ラ
ナ
ダ

王
国
』
を
離
れ
て
、
同
時
代
の
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
観
を
概
観
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
ま
ず
は
、
｝
九
世
紀
に
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
を
訪
れ
た
人
物
と
し
て
最
も
よ
く
言
及
さ
れ
る
、
ア
メ
り
力
公
使
館
書
記
宮
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ア
ー
ヴ

ィ
ン
グ
（
褻
器
拝
撃
ε
昌
同
同
く
ぎ
α
q
）
を
取
り
上
げ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
『
グ
ラ
ナ
ダ
史
』
序
文
で
ミ
ゲ
ル
・
ラ
フ
エ
ン
テ
が
彼
の
著
作
に
言
及
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
彼
の
出
自
が
た
と
え
ア
メ
リ
カ
で
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
著
作
は
当
時
の
ス
ペ
イ
ン
の
知
識
人
に
と
っ
て
決
し

て
無
縁
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
著
作
『
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
物
語
』
は
、
一
八
二
九
年
春
に
ロ
シ
ア
公
使
館
ド
ゴ
ル
ー
キ
ー
公
爵
と

出
か
け
た
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
旅
行
の
記
録
と
そ
の
土
地
の
伝
説
を
、
一
柵
の
本
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
申
で
、
「
二
民
族
の
決
し

て
和
解
し
え
な
か
っ
た
民
族
性
の
違
い
を
、
こ
れ
ら
の
建
造
物
は
、
ま
さ
し
く
、
証
し
立
て
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
を
評
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
イ
ス
ラ
ム
教
帝
国
は
ス
ペ
イ
ン
に
と
っ
て
「
輝
か
し
い
異
国
で
し
か
な
」
く
、
「
ス
ペ
イ
ン
の
地
に
根
付
く
こ
と
は
つ
い
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

叶
わ
な
か
っ
た
」
と
も
言
う
。

　
前
章
で
言
及
し
た
建
築
史
家
カ
ヴ
ェ
ダ
は
、
イ
ス
ラ
ム
・
ス
ペ
イ
ン
建
築
を
三
期
に
分
け
て
論
じ
て
い
る
が
、
そ
の
建
築
様
式
が
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
を
獲
得
す
る
時
代
を
＝
二
世
紀
か
ら
～
五
世
紀
末
ま
で
と
定
め
て
第
三
期
と
し
、
特
に
グ
ラ
ナ
ダ
の
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
宮
殿
を
そ
の
最
も

代
表
的
な
建
築
物
と
考
え
た
。
カ
ヴ
ェ
ダ
は
言
う
。

　
　
　
　
「
今
日
グ
ラ
ナ
ダ
の
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
宮
殿
に
残
さ
れ
て
い
る
（
も
の
を
見
る
こ
と
）
で
、
そ
れ
を
生
み
出
し
た
輝
か
し
く
も
独
創
的
な
建
築
（
様
式
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
　
が
持
つ
思
想
全
体
を
知
る
に
は
十
分
だ
ろ
う
。
…
な
ぜ
な
ら
こ
の
作
品
に
は
、
彼
ら
の
全
て
の
知
識
と
技
術
が
使
わ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
」

そ
し
て
彼
は
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
を
「
独
特
の
（
○
轟
貯
巴
民
族
の
個
性
の
表
現
」
で
あ
る
と
語
り
、
そ
の
建
築
を
生
み
出
し
た
イ
ス
ラ
ム
・
ス
ペ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

イ
ン
の
文
明
は
、
そ
の
後
の
ス
ペ
イ
ン
文
明
に
つ
な
が
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
判
断
し
て
い
る
。

　
次
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
ピ
・
イ
・
マ
ル
ガ
ル
や
パ
ル
セ
リ
ー
サ
ら
と
と
も
に
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
を
訪
れ
た
、
マ
ヌ
エ
ル
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス

83　（567）



で
あ
る
。
彼
は
、
一
八
四
九
年
に
グ
ラ
ナ
ダ
王
国
陥
落
に
ま
つ
わ
る
伝
説
と
、
そ
の
地
の
伝
承
を
ま
と
め
た
『
ア
ッ
ラ
ー
・
ア
ク
バ
ル
』
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

う
名
の
本
を
出
版
し
て
い
る
。
ピ
・
イ
・
マ
ル
ガ
ル
も
『
グ
ラ
ナ
ダ
王
国
撫
執
筆
に
あ
た
っ
て
参
考
に
し
た
こ
の
本
の
中
で
、
彼
も
ま
た
ア
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ハ
ン
ブ
ラ
に
宿
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
歴
史
を
、
イ
ベ
リ
ア
半
島
に
ま
で
伸
び
た
「
オ
リ
エ
ン
ト
」
の
歴
史
と
し
て
の
み
捉
え
て
い
る
。

　
最
後
に
、
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
修
復
家
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
コ
ン
ト
レ
ラ
ス
（
涛
餌
｛
帥
Φ
一
　
〇
〇
H
昏
H
Φ
H
蝉
ω
）
の
『
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
の
保
存
と
オ
リ
エ
ン
ト
博
物

館
の
建
設
に
つ
い
て
』
と
題
さ
れ
た
、
宮
殿
修
復
費
と
博
物
館
建
設
費
の
陳
情
書
に
眼
を
向
け
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
「
今
日
、
ス
ペ
イ
ン
の
ア
ラ
ブ
建
築
が
最
も
緊
急
に
保
存
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
最
近
に
な
っ
て
出
て
き
た
考
え
で
は
な
い
。

　
　
我
々
の
偉
大
な
る
歴
史
の
最
も
輝
か
し
い
時
代
、
武
力
に
よ
っ
て
ム
ス
リ
ム
の
支
配
の
最
後
の
城
塞
を
支
配
し
た
労
す
ぐ
に
、
征
服
し
た
と
い
う
こ
と
を

　
　
な
ん
と
し
て
も
保
存
す
る
た
め
に
最
初
の
処
置
を
講
じ
た
の
で
あ
る
。
寛
大
な
る
文
明
人
、
芸
術
を
愛
す
る
文
明
人
と
し
て
、
勝
者
は
敗
者
の
民
族

　
　
　
（
H
伽
N
P
）
が
造
っ
た
も
の
を
称
え
、
彼
ら
か
ら
そ
れ
ら
の
秘
密
を
奪
い
取
り
、
は
て
は
国
民
の
統
一
を
も
た
ら
す
新
た
な
萌
芽
を
生
む
種
と
し
て
役
立
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
せ
る
必
要
牲
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

勝
者
た
る
ス
ペ
イ
ン
人
が
、
敗
者
た
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
建
築
を
「
称
え
」
、
そ
し
て
保
存
し
て
あ
げ
た
の
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
国
民
的
統
一
を

促
す
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
ン
ト
レ
ラ
ス
も
ま
た
、
イ
ス
ラ
ム
・
ス
ペ
イ
ン
史
を
「
他
者
の
歴
史
」
と
し
て

捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
同
時
代
の
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
観
に
対
し
て
、
ピ
・
イ
・
マ
ル
ガ
ル
は
ど
の
よ
う
に
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
の
「
思
い
出
」
を
受
け
継
い
だ

の
か
。
彼
の
叙
述
の
視
点
が
窺
い
知
れ
る
、
序
文
の
次
の
～
節
を
引
用
し
よ
う
。

　
　
　
　
「
グ
ラ
ナ
ダ
！
グ
ラ
ナ
ダ
よ
、
栄
光
あ
れ
！
お
葡
は
敗
れ
去
っ
た
。
し
か
し
お
前
の
敗
北
は
、
逆
に
お
前
を
称
え
る
も
の
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
お
前
が
挑

　
　
ん
だ
者
は
聖
な
る
も
の
で
あ
り
、
全
知
全
能
な
る
者
の
手
が
彼
ら
の
剣
を
操
っ
た
か
ら
だ
。
確
か
に
、
そ
の
と
き
お
前
は
た
だ
お
前
の
運
命
に
従
っ
た
だ

　
　
け
で
あ
り
、
そ
し
て
お
前
の
中
で
我
ら
が
父
へ
の
信
仰
を
、
預
業
者
〔
ム
ハ
ン
マ
ド
〕
に
対
し
て
キ
リ
ス
ト
へ
の
信
仰
を
勝
利
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ぬ

　
　
と
（
運
命
に
）
書
か
れ
て
い
た
か
ら
（
お
前
は
敗
れ
去
っ
た
の
だ
）
。
…
…
お
前
の
土
地
で
主
は
勝
利
さ
れ
た
。
…
…
そ
し
て
お
葡
が
王
の
中
の
王
を
聖
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フランシスコ・ピ・イ・マルガルの歴史認識（菊池）

　
　
別
し
た
そ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
二
重
に
聖
な
る
も
の
と
な
っ
た
の
だ
。
グ
ラ
ナ
ダ
、
グ
ラ
ナ
ダ
よ
！
お
前
の
今
の
姿
は
栄
光
に
包
ま
れ
て
い
る
。
お
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
　
の
寺
院
の
中
で
我
々
の
榿
先
の
信
仰
が
息
づ
い
て
い
る
。
私
は
お
前
の
礼
拝
堂
の
下
で
祈
り
を
捧
げ
た
い
と
思
う
。
」

彼
の
視
点
は
、
明
ら
か
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
側
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
グ
ラ
ナ
ダ
王
国
の
歴
史
を
た
び
た
び
「
お
前
の
歴

　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

史
」
と
語
り
、
ス
ペ
イ
ン
国
民
の
歴
史
と
し
て
捉
え
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
研
究
者
ア
ル
ナ
ル
ド
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
ピ
フ
ェ
レ
ー

ル
の
影
響
の
も
と
、
や
は
り
そ
の
時
代
の
一
員
と
し
て
排
他
的
に
ス
ペ
イ
ン
国
民
史
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
と
こ
ろ
が
、
実
は
右
の
よ
う
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
視
点
に
立
っ
た
記
述
箇
所
は
、
一
八
八
五
年
の
第
二
版
『
ス
ペ
イ
ン
、
そ
の
記
念
建
造
物

と
芸
術
、
自
然
と
歴
史
…
グ
ラ
ナ
ダ
、
ハ
エ
ン
、
マ
ラ
か
そ
し
て
ア
ル
メ
リ
ア
ー
』
で
は
す
べ
て
削
除
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
言
い
か
え

　
　
　
　
⑯

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
一
八
五
〇
年
前
後
に
彼
が
書
き
残
し
た
史
料
を
見
る
と
、
こ
の
よ
う
に
排
他
的
に
ス
ペ
イ
ン
国
民
史
を
捉
え
る
と
い
う
こ

と
が
当
時
の
彼
の
本
意
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
そ
う
疑
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
、
状
況
証
拠
か
ら
当
時

の
彼
の
真
意
を
探
っ
て
い
こ
う
。

　
前
章
で
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
『
グ
ラ
ナ
ダ
王
国
』
を
含
む
『
記
憶
と
美
』
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
ス
ペ
イ
ン
王
家
の
保
護
と
出
資
の
下
に
刊
行

さ
れ
て
い
る
。
各
巻
の
巻
末
に
は
、
そ
の
巻
へ
の
出
資
者
の
リ
ス
ト
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
『
グ
ラ
ナ
ダ
王
国
』
の
出
資
者
数
は
国
王
夫
妻
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

筆
頭
に
計
六
二
九
名
で
あ
っ
た
。
ピ
の
伝
記
研
究
『
ピ
・
イ
・
マ
ル
ガ
ル
と
現
代
政
治
』
に
よ
る
と
、
一
八
四
八
年
シ
リ
ー
ズ
の
編
集
に
参
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

す
る
際
に
、
彼
は
全
出
資
者
の
了
解
を
取
り
付
け
た
と
い
う
。
こ
の
た
め
数
多
く
の
出
資
者
た
ち
に
配
慮
し
な
が
ら
、
シ
リ
ー
ズ
の
編
集
や
執

筆
に
携
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ
る
。

　
確
か
に
、
と
り
わ
け
編
集
者
の
中
心
で
あ
っ
た
パ
ル
セ
リ
ー
サ
に
対
す
る
「
忠
誠
心
」
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
。
一
八
五
〇
年
一
月

二
日
付
の
書
簡
史
料
は
、
そ
の
雰
囲
気
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。
当
時
彼
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー
の
書
記
官
の
道
が
拓
け
て
い
た
が
、

そ
の
こ
と
を
パ
ル
セ
リ
ー
サ
に
告
げ
る
と
強
く
反
対
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、

　
　
　
　
門
パ
ル
セ
リ
…
サ
は
、
私
が
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
に
行
く
こ
と
に
最
も
反
対
し
た
人
の
う
ち
の
一
人
で
す
。
…
今
ま
で
私
を
こ
の
王
都
で
、
最
も
有
利
な
地
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位
に
つ
け
て
く
れ
た
人
で
す
。
私
に
大
変
良
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
こ
れ
以
上
望
み
ま
せ
ん
。
私
に
と
っ
て
彼
は
、
本
当
に
（
『
記
憶
と
美
』
の
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
　
編
集
者
た
ち
の
王
な
の
で
す
。
扁

と
語
る
よ
う
に
、
彼
は
パ
ル
セ
リ
ー
サ
に
恩
義
を
感
じ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
彼
は
自
身
の
歴
史
に
対
す
る
考

え
方
を
捨
て
去
り
、
ピ
フ
ェ
レ
ー
ル
や
パ
ル
セ
リ
ー
サ
ら
の
歴
史
の
捉
え
方
に
完
全
に
従
っ
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
彼
は
恩
義
を
感
じ
つ
つ

も
、
そ
の
庇
護
の
下
か
ら
飛
び
立
と
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
少
年
の
こ
ろ
か
ら
歴
史
研
究
を
志
し
て
い
た
ピ
・
イ
・
マ
ル
ガ
ル
が
、
念
願
か
な
っ
て
『
記
憶
と
美
』
の
編
集
に
就
い
た
の
は
、
田
荘
四
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

年
の
こ
と
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
わ
ず
か
四
年
後
の
一
八
五
二
年
に
は
、
そ
の
編
集
か
ら
退
い
て
政
治
活
動
へ
と
遡
進
し
て
い
る
。
『
記
憶
と
美
』

シ
リ
ー
ズ
の
（
正
確
に
は
）
一
巻
ほ
ど
し
か
書
か
ず
に
、
す
ぐ
に
編
集
か
ら
退
い
て
し
ま
っ
た
こ
の
理
由
に
は
、
実
は
一
八
五
一
年
に
出
版
さ

れ
た
『
ス
ペ
イ
ン
絵
画
史
繰
を
め
ぐ
る
問
題
が
あ
っ
た
。

　
～
八
五
一
年
九
月
＝
ハ
日
の
書
簡
で
、
ピ
・
イ
・
マ
ル
ガ
ル
は
新
た
に
出
版
さ
れ
る
『
ス
ペ
イ
ン
絵
画
史
』
を
、
「
と
て
も
大
胆
で
、
私
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

新
し
い
政
治
・
社
会
思
想
に
よ
っ
て
彩
ら
れ
て
い
る
」
と
友
人
に
紹
介
し
て
い
る
。
自
画
自
賛
気
味
の
文
面
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
ど
う
や
ら

こ
の
書
に
は
ず
い
ぶ
ん
と
自
信
と
思
い
入
れ
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
『
ス
ペ
イ
ン
絵
画
史
』
の
中
で
も
最
も
「
政
治
・
社
会
思
想
に
よ

っ
て
彩
ら
れ
て
い
る
」
第
三
章
「
中
世
に
関
す
る
研
究
」
が
、
一
八
七
三
年
に
一
冊
の
本
と
し
て
再
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
こ
と

　
　
　
⑬

は
窺
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
『
ス
ペ
イ
ン
絵
画
史
』
は
、
キ
リ
ス
ト
教
批
判
の
内
容
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
た
め
に
、
翌
五
二
年
に
は
発
禁
処

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

分
と
な
り
、
彼
自
身
も
破
門
宣
告
を
受
け
て
し
ま
う
。

　
伝
記
作
者
ベ
ラ
・
イ
・
ゴ
ン
サ
ー
レ
ス
は
、
彼
が
『
記
憶
と
美
』
の
編
集
を
降
り
た
事
情
に
つ
い
て
、
「
『
ス
ペ
イ
ン
の
記
憶
と
美
』
の
編
者

は
、
ピ
に
コ
ル
ド
バ
の
巻
で
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
義
を
批
判
し
な
い
こ
と
を
宣
言
さ
せ
た
が
、
そ
の
宣
言
は
無
駄
と
な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の

本
は
神
学
の
問
題
と
少
し
も
関
係
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
ピ
は
そ
の
様
な
条
件
を
の
む
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
、
…
自
ら
『
ス

ペ
イ
ン
の
記
憶
と
美
』
の
編
集
か
ら
降
り
た
」
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ピ
・
イ
・
マ
ル
ガ
ル
と
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
編
集
者
ら
の
間
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に
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
を
め
ぐ
っ
て
確
執
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
は
、
こ
の
キ
リ
ス
ト
教
批
判
と
い
う
自
身
の
信
念
を
貫
く
た
め
に
、
編
集

を
辞
め
た
の
で
あ
る
。

　
ま
と
め
れ
ば
、
一
入
五
〇
年
の
と
き
に
『
グ
ラ
ナ
ダ
王
国
』
で
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
視
点
に
立
っ
て
歴
史
を
語
り
、
そ
し
て
一
年
後
の
一
八
五

一
年
に
、
破
門
を
受
け
る
ほ
ど
の
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
的
価
値
観
に
立
っ
て
教
会
批
判
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
わ
ず
か
一
年
の
間
に
、
人

は
自
ら
の
主
義
主
張
を
一
八
○
度
変
え
る
だ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
『
グ
ラ
ナ
ダ
王
国
』
で
の
彼
の
本
意
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
の
立
場
に
立

っ
て
排
他
的
に
国
民
史
を
語
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
イ
ス
ラ
ム
・
ス
ペ
イ
ン
史
を
「
他
者
の
歴
史
扁
と
捉
え
つ
つ
も
、
そ
れ
で

も
「
我
々
の
歴
史
」
と
考
え
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
考
え
る
根
拠
と
し
て
、
『
グ
ラ
ナ
ダ
王
国
』
序
文
を
締
め
く
く

る
、
次
の
印
象
的
な
～
文
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
　
　
「
そ
れ
で
は
、
グ
ラ
ナ
ダ
に
つ
い
て
語
っ
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
我
々
の
詩
歌
と
我
々
の
歴
史
で
あ
る
、
そ
の
王
国
の
こ
と
を
。
」

　
カ
ヴ
ェ
ダ
が
イ
ス
ラ
ム
建
築
の
こ
と
を
「
ス
ペ
イ
ン
建
築
」
と
呼
ぶ
の
を
巧
妙
に
避
け
る
こ
と
で
、
ま
た
、
ミ
ゲ
ル
・
ラ
フ
エ
ン
テ
ら
が
ス

ペ
イ
ン
の
年
代
記
と
は
別
の
も
の
と
み
な
す
こ
と
で
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
歴
史
を
「
他
者
の
歴
史
」
と
し
て
い
た
そ
の
時
代
、
彼
は
あ
っ
さ
り

と
そ
の
「
壁
」
を
越
え
て
、
グ
ラ
ナ
ダ
王
国
の
歴
史
を
「
我
々
の
歴
史
」
と
呼
ん
で
い
る
。
ち
な
み
に
こ
の
箇
所
は
、
第
二
版
で
も
削
除
や
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
換
え
は
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
こ
の
序
文
で
は
、
二
人
称
の
「
お
前
（
罫
）
」
と
い
う
単
語
が
極
め
て
多
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
序

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

文
の
途
中
で
出
て
く
る
「
お
前
の
歴
史
」
と
い
う
表
現
を
こ
の
箇
所
で
使
っ
て
も
問
題
は
な
か
っ
た
。
い
や
、
む
し
ろ
文
体
を
統
～
さ
せ
る
た

め
に
は
、
「
お
前
の
歴
史
」
と
い
う
表
現
を
使
う
べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
は
「
我
々
の
歴
史
」
と
呼
ん
で
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
一
文
を
不
問
に
付
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
の
彼
の
意
図
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
と
し
て
、
前
章
で
言
及
し
た
三
論
文
の
叙
述
に
注
目
し
た
い
。
ま
ず
一
つ
目
は
、
す
で
に
指
摘
し
た

が
、
彼
は
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
そ
れ
を
建
て
た
罠
族
の
歴
史
だ
け
で
な
く
、
そ
の
先
に
人
類
の
歴
史
も
見
出
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
た
め
こ
こ
で
「
我
々
の
歴
史
」
と
表
現
す
る
こ
と
は
、
多
様
な
も
の
の
比
較
か
ら
統
一
的
な
歴
史
を
見
出
す
、
彼
の
そ
れ
ま
で
の
歴
史
認
識
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⑳

の
特
徴
を
考
え
れ
ば
、
決
し
て
表
現
上
の
混
乱
で
は
な
く
、
ま
さ
に
彼
の
歴
史
認
識
そ
の
ま
ま
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
二
つ
目
と
し
て
、
同
じ
く
三
論
文
の
ひ
と
つ
「
エ
ジ
プ
ト
建
築
」
の
最
後
の
一
行
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
は
そ
こ
で
、
「
神

の
手
が
我
々
に
開
示
す
る
別
の
神
秘
的
な
記
録
」
よ
り
も
、
「
自
然
が
見
せ
る
巨
大
な
光
景
の
中
で
時
の
手
が
我
々
に
開
く
、
そ
れ
ら
の
神
秘

的
な
記
録
〔
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
〕
を
解
読
す
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
と
し
よ
う
。
（
そ
う
す
れ
ば
、
）
歴
史
の
神
秘
は
消
え
去
る
だ
ろ
う
か
ら
」
と
述

　
　
　
⑳

べ
て
い
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
研
究
に
よ
る
歴
史
解
釈
に
、
聖
書
に
則
っ
た
歴
史
解
釈
を
対
置
し
た
上
で
、
後
者
を
拒
絶

し
て
い
る
点
に
あ
る
。
こ
こ
か
ら
分
か
る
の
は
、
彼
が
『
グ
ラ
ナ
ダ
王
国
』
を
執
筆
す
る
前
か
ら
す
で
に
、
当
時
の
歴
史
書
で
一
般
的
に
見
ら

れ
た
キ
リ
ス
ト
教
史
観
か
ら
距
離
を
と
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と
。
言
い
換
え
れ
ば
、
『
グ
ラ
ナ
ダ
王
国
』
で
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
視
点
に
立
っ
て

歴
史
を
書
い
た
の
は
、
彼
の
本
意
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
｛
九
世
紀
当
時
、
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
宮
殿
は
そ
の
イ
ス
ラ
ム
・
ス
ペ
イ
ン
建
築
の
頂
点
と
し
て
、
そ
の
歴
史
の
す
べ
て
を
表
象
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
『
グ
ラ
ナ
ダ
王
国
』
を
執
筆
し
た
ピ
・
イ
・
マ
ル
ガ
ル
は
、
キ
リ
ス
ト
教
史
観
に
立
っ
た
（
よ
う
に
晃
せ
か
げ
な

が
ら
も
）
、
グ
ラ
ナ
ダ
王
国
の
歴
史
を
「
我
々
の
歴
史
」
と
語
っ
て
い
た
。
彼
に
と
っ
て
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
の
思
い
出
は
「
我
々
の
思
い
出
」
で

も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
次
章
で
は
、
こ
の
一
見
「
矛
盾
」
と
も
取
れ
る
彼
の
歴
史
認
識
に
つ
い
て
、
一
八
五
四
年
の
著
作
を
も
と
に
考
察
を
深
め
て
い
く
こ
と
に
し

よ
う
。
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ま
た
こ
の
引
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箇
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は
、
一
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八
五
年
の
第
二
版
で
は
全
て
削
除
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れ
て
い
る
。
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史
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。
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ち
ろ
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、
人
類
史
と
ス
ペ
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ン
国
民
史
と
い
う
、
そ
の
認
識
論
的
な
違
い
は

　
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
次
章
で
検
証
を
行
な
う
。
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第
四
章
　
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ピ
・
イ
・
マ
ル
ガ
ル
の
歴
史
認
識

今
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
一
九
世
紀
半
ば
多
く
の
知
識
人
　
　
歴
史
家
や
ア
ラ
ブ
学
者
、
そ
し
て
建
築
史
家
ら
　
　
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
歴
史
こ
そ
が
ス
ペ
イ
ン
国
民
の
歴
史
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
イ
ベ
リ
ア
半
島
に
侵
入
し
て
き
た
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
、
ス
ペ
イ

ン
国
民
と
は
異
な
る
「
他
者
扁
と
し
て
、
そ
の
彼
ら
が
支
配
し
た
歴
史
は
「
他
者
の
歴
史
」
と
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
国
民
史
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
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た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
な
ぜ
彼
ら
は
イ
ス
ラ
ム
・
ス
ペ
イ
ン
史
を
積
極
的
に
研
究
対
象
と
し
て
も
な
お
、
排
除
し
た
の
だ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
排
除
す
る

こ
と
が
出
来
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
考
え
る
手
が
か
り
が
、
当
時
の
著
名
な
劇
作
家
で
あ
り
、
詩
人
で
も
あ
っ
た
り
ー
バ
ス
公
爵
（
∪
5
器

号
空
く
霧
）
の
ア
カ
デ
ミ
ー
講
演
に
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
「
歴
史
の
研
究
ほ
ど
興
味
を
引
き
、
高
潔
で
崇
高
な
学
問
は
決
し
て
他
に
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
歴
史
の
研
究
は
人
間
性
の
研
究
で
あ
り
、
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
同
時
に
摂
理
（
℃
δ
〈
凱
Φ
g
す
）
の
研
究
で
も
あ
る
か
ら
で
す
。
」

ま
た
モ
デ
ス
ト
・
ラ
フ
エ
ン
テ
は
、
『
ス
ペ
イ
ン
全
史
』
の
冒
頭
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
「
我
々
は
ヴ
イ
ー
コ
と
と
も
に
（
人
類
の
向
か
う
）
方
向
と
摂
理
（
℃
δ
三
号
琴
一
睡
）
の
法
則
を
信
じ
て
い
る
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
ボ
シ
ュ
エ
と
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
じ
く
、
人
間
性
の
完
成
へ
と
至
る
進
歩
的
傾
向
を
受
け
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
」

こ
こ
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
当
時
の
知
識
人
が
イ
ス
ラ
ム
・
ス
ペ
イ
ン
の
歴
史
を
研
究
し
て
も
な
お
、
そ
れ
を
「
他
者
の
歴
史
」
と
し
て
国
民

史
か
ら
排
除
す
る
た
め
に
は
、
摂
理
史
観
が
必
要
な
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
キ
リ
ス
ト
教
的
価
値
観
を
持
っ
た
歴
史
哲
学
を
前
提
と
す
る
こ
と
で
、

彼
ら
は
イ
ス
ラ
ム
・
ス
ペ
イ
ン
史
と
い
う
「
他
者
の
歴
史
」
に
対
し
て
、
越
え
難
い
「
歴
史
の
壁
」
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
そ
の
「
歴
史
の
壁
」
を
越
え
た
考
え
を
示
し
て
い
た
ピ
・
イ
・
マ
ル
ガ
ル
は
、
い
か
な
る
歴
史
哲
学
、
歴
史
認
識
を
持
っ
て
い

た
の
か
。
そ
れ
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
の
が
、
一
八
五
四
年
に
出
版
さ
れ
た
『
フ
ア
ン
・
デ
・
マ
リ
ア
ー
ナ
司
祭
著
作
集
』
の
解
題
で
あ

④
る
。

　
こ
の
解
題
で
ピ
・
イ
・
マ
ル
ガ
ル
は
、
は
っ
き
り
と
、
「
我
々
自
身
宿
命
論
者
（
｛
鋤
け
鋤
一
一
ω
け
⇔
ω
）
に
完
全
に
宗
旨
変
え
し
て
お
り
、
摂
理
（
津
。
－

＜
箆
魯
。
邑
を
否
定
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
続
け
て
彼
は
、
自
身
の
歴
史
観
と
マ
リ
ア
ー
ナ
の
歴
史
観
の
相
違
点
と
し
て
、
「
摂
理

（
即
。
三
号
琴
琶
と
呼
ば
れ
る
こ
の
特
徴
か
ら
生
じ
る
も
の
を
、
つ
ま
り
神
が
持
つ
絶
対
的
な
知
識
と
し
て
、
神
に
与
え
た
必
要
性
と
し
て
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

か
我
々
が
み
な
さ
な
か
っ
た
こ
の
諸
法
則
と
い
う
も
の
を
、
マ
リ
ア
ー
ナ
は
信
じ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
」
と
も
言
っ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
ピ
・
イ
・
マ
ル
ガ
ル
に
と
っ
て
、
歴
史
と
は
神
の
摂
理
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
摂
理
に

対
し
て
彼
が
持
ち
出
し
た
「
宿
命
し
と
は
、
い
っ
た
い
何
か
。

　
こ
の
解
題
と
同
年
の
一
八
五
四
年
に
出
版
さ
れ
た
『
反
動
と
革
命
撫
で
は
、
そ
の
「
宿
命
」
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
詳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

述
は
避
け
る
が
、
要
す
る
に
彼
に
と
っ
て
宿
命
と
は
、
「
社
会
的
法
則
」
と
い
う
名
の
自
由
へ
と
向
か
う
進
歩
の
こ
と
で
あ
り
、
科
学
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
歴
史
に
存
在
す
る
体
系
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
同
時
に
汎
神
論
を
意
味
し
た
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
彼
が
そ
れ
ら
の
概
念
を
キ
リ
ス
ト
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

と
対
置
さ
せ
て
用
い
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
を
自
身
の
哲
学
体
系
の
原
理
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前
章
末
で
言
及
し
た
「
エ
ジ
プ
ト

建
築
」
で
も
こ
の
理
論
的
萌
芽
が
見
ら
れ
た
が
、
彼
の
歴
史
観
は
当
時
の
ス
ペ
イ
ン
の
多
く
の
知
識
人
が
抱
い
て
い
た
歴
史
観
と
は
明
ら
か
に

一
線
を
画
す
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
文
字
通
り
異
端
的
な
歴
史
観
は
、
彼
の
歴
史
認
識
に
と
っ
て
決
定
的
に
重
要
な

意
味
を
持
っ
て
い
た
。
次
に
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
い
こ
う
。

　
　
　
　
「
さ
ら
に
、
マ
リ
ア
ー
ナ
を
批
判
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
彼
が
諸
王
の
出
来
事
に
し
か
言
及
し
て
い
な
い
か
ら
だ
。
（
し
か
し
、
）
隅
ス
ペ
イ
ン
全
史
撫

　
　
　
（
ミ
§
§
鷺
ミ
ミ
N
譜
肉
愚
§
犠
）
と
い
う
も
の
は
、
今
日
で
す
ら
（
書
く
こ
と
は
）
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
良
心
的
な
記
録
者
に
よ
っ
て
一
つ
一
つ
注
意
深

　
　
く
書
か
れ
た
も
の
を
我
々
が
（
現
在
）
持
っ
て
い
て
も
、
ま
た
少
な
く
と
も
マ
リ
ア
ー
ナ
が
知
り
も
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
無
数
の
デ
ー
タ
を
参
照
し
て

　
　
い
る
今
日
で
す
ら
（
や
は
り
書
く
こ
と
は
不
可
能
な
の
だ
）
。
あ
ら
ゆ
る
文
書
館
の
史
料
が
調
査
、
刊
行
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
（
鑓
N
p
）
、
芸
術
、
科

　
　
学
、
社
会
制
度
、
政
治
制
度
に
お
け
る
特
有
の
活
動
に
関
連
す
る
諸
事
実
を
集
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
習
俗
の
起
源
と
意
味
を
検
証
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
統
、

　
　
寓
話
の
最
も
正
確
な
解
釈
を
捜
し
求
め
、
す
べ
て
の
史
実
を
あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら
調
査
し
、
論
理
的
に
考
え
た
あ
と
で
し
か
、
民
衆
を
教
育
す
る
た
め
に

　
　
必
要
な
、
全
史
な
る
も
の
（
α
屋
ぼ
鴇
○
蕾
σ
q
2
Φ
邑
）
を
書
く
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
全
史
と
い
う
も
の
（
毒
餌
ぼ
ω
8
畠
σ
q
撃
曾
巴
）
は
一
人
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
　
数
人
の
手
で
は
成
し
得
な
い
。
長
大
な
叙
事
詩
や
巨
大
な
記
念
建
造
物
の
よ
う
に
数
世
紀
か
か
っ
て
造
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
扁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

先
行
研
究
で
は
、
右
に
引
用
し
た
史
料
は
ピ
・
イ
・
マ
ル
ガ
ル
の
実
証
主
義
的
態
度
を
示
す
た
め
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
そ
の
点
は
同

意
で
き
る
が
、
本
稿
で
は
そ
れ
だ
け
に
留
ま
ら
ず
以
下
の
三
点
に
留
意
し
て
考
え
た
い
。
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第
一
に
、
「
全
史
」
の
表
記
が
途
中
で
顛
§
識
田
頭
謹
ミ
N
譜
肉
も
§
犠
か
ら
自
帥
獣
ω
8
鼠
Q
α
q
魯
2
巴
へ
と
変
わ
り
、
不
定
冠
詞
琶
9
を
用
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

て
表
わ
し
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
「
今
日
で
す
ら
（
ス
ペ
イ
ン
金
史
を
書
く
こ
と
は
）
不
可
能
で
あ
ろ
う
」
と
評
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
＝
般

へ
　
　
へ

的
に
全
史
と
い
う
も
の
を
今
日
書
く
の
は
不
可
能
な
の
だ
」
と
い
う
雷
外
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
ま
た
彼
は
、
引
用
と
は
別
の
箇
所
で
、
「
こ
の
激
し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
歴
史
書
を
注
意
深
く
読
ん
で
み
よ
う
」
と
語
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
当
時
の
彼
は
、
マ
リ
ア
ー
ナ
の
『
ス
ペ
イ
ン
全
史
』
に
対
す
る
批
判
と
そ
れ
に
伴
う
歴
史
叙
述
の
変
化
が
生

じ
て
い
る
こ
と
を
、
確
か
に
認
識
し
て
い
た
。
つ
ま
り
彼
は
こ
こ
で
、
一
八
五
〇
年
に
登
場
し
た
モ
デ
ス
ト
・
ラ
フ
エ
ン
テ
と
彼
を
支
持
す
る

も
の
た
ち
の
「
ス
ペ
イ
ン
全
史
」
の
叙
述
に
対
し
て
、
「
今
日
で
も
書
く
こ
と
は
不
可
能
」
な
の
で
あ
り
、
「
全
史
と
い
う
も
の
（
毎
p
7
一
。
・
8
冠
冨

αq

D
Φ
巨
）
は
一
人
や
数
人
の
手
で
は
成
し
得
な
い
」
と
暗
に
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
＝
人
や
数
人
の
手
で
は
成
し
得
な
い
」
「
民
衆
を
教
育
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
た
全
史
、
つ
ま
り
は
国
民
史
の
叙
述
は
、
断

念
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
は
な
い
。
彼
が
「
全
史
を
書
く
こ
と
は
不
．
司
能
で
あ
る
」
と
し
た
の
は
、
＝
人

や
数
人
の
手
」
で
は
あ
ら
ゆ
る
史
料
を
網
羅
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
に
過
ぎ
な
い
。
一
八
五
〇
年
二
月
一
三
日
付
の
書
簡
史
料
で
、
彼
自

身
「
ス
ペ
イ
ン
史
の
構
想
を
練
っ
て
い
た
」
と
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
国
民
史
を
構
想
す
る
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
批
判
を
行
な
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
⑫

な
い
こ
と
が
分
か
る
。
彼
に
と
っ
て
「
ス
ペ
イ
ン
全
史
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
史
料
を
網
羅
す
る
こ
と
で
、
は
じ
め
て
書
く
こ
と
の
で
き
る
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
れ
が
第
二
の
留
意
点
で
あ
る
。

　
第
三
の
留
意
点
は
、
そ
の
叙
述
の
た
め
に
使
わ
れ
る
史
料
の
範
囲
に
つ
い
て
。
彼
に
と
っ
て
「
ス
ペ
イ
ン
全
史
」
は
、
「
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
、

芸
術
、
科
学
、
社
会
制
度
、
政
治
制
度
に
お
け
る
特
有
の
活
動
に
関
連
す
る
諸
事
実
を
集
め
」
、
ス
ペ
イ
ン
に
存
在
す
る
全
て
の
史
料
か
ら
書

か
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
国
民
の
内
部
に
民
族
的
差
異
が
存
在
す
る
と
彼
が
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
参
照
す
べ
き
史
料
に
は
ア
ラ
ビ
ア

語
史
料
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
は
先
述
の
よ
う
に
摂
理
史
観
を
否
定
し
て
い
る
の
で
、
当
時
の
多
く
の
歴
史

家
た
ち
が
抱
い
て
い
た
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
こ
そ
ス
ペ
イ
ン
国
民
で
あ
る
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
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キ
リ
ス
ト
教
徒
の
史
料
の
み
を
、
国
民
史
叙
述
の
た
め
の
史
料
と
し
て
限
定
す
る
理
由
が
存
在
し
な
い
。
彼
の
異
端
的
歴
史
観
が
決
定
的
な
意

味
を
持
つ
の
は
ま
さ
に
こ
の
点
で
あ
り
、
彼
の
考
え
る
国
民
史
叙
述
の
た
め
に
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
史
料
も
必
要
不
可
欠
な
の
で
あ
っ
た
。

　
け
れ
ど
も
、
彼
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
双
方
の
歴
史
を
渾
然
一
体
の
も
の
と
し
て
捉
え
て
、
国
民
の
歴
史
を
考
え
て
い
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
を
考
え
る
上
で
、
先
ほ
ど
言
及
し
た
『
反
動
と
革
命
』
で
の
ヘ
ー
ゲ
ル
弁
証
法
批
判
が
参
考
に
な
る
。

　
『
反
動
と
革
命
』
の
中
で
、
ピ
・
イ
・
マ
ル
ガ
ル
は
ヘ
ー
ゲ
ル
を
「
熱
烈
な
政
府
主
義
者
」
と
断
じ
、
彼
の
弁
証
法
的
思
考
に
支
え
ら
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

歴
史
哲
学
を
「
個
人
主
義
で
は
な
く
絶
対
主
義
の
宣
言
」
．
だ
と
批
判
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
脚
注
で
、
彼
は
論
理
的
と
い
う
よ
り
も
感
情
的

に
次
の
よ
う
に
習
う
。
「
普
遍
（
δ
σ
q
Φ
需
巨
）
と
特
殊
（
δ
冨
脱
口
鍵
運
）
は
相
互
関
係
に
あ
る
。
私
の
考
え
で
は
、
特
殊
は
普
遍
の
現
実
を
破
壊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
と
同
様
、
普
遍
は
特
殊
の
現
実
を
破
壊
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
。
だ
か
ら
こ
そ
、
彼
に
と
っ
て
ジ
ン
テ
ー
ゼ
へ

と
至
る
「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
原
理
は
受
け
入
れ
て
も
」
、
ジ
ン
テ
ー
ゼ
に
お
い
て
テ
ー
ゼ
と
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
が
消
滅
す
る
と
い
う
「
結
論
を
受
け
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
の
で
あ
っ
た
。

　
な
ぜ
彼
は
「
結
論
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
」
か
っ
た
の
か
。
そ
の
理
由
を
、
歴
史
家
の
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
説
い
た
、
（
公
爵
家
を
継
い

だ
ベ
ネ
ッ
ト
・
ラ
ン
サ
こ
と
）
ソ
ル
フ
ェ
リ
ー
ノ
公
爵
に
宛
て
た
一
八
四
七
年
二
月
七
日
付
け
の
書
簡
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
「
私
が
見
た
と
こ
ろ
、
あ
な
た
は
事
実
を
哲
学
に
合
わ
せ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
哲
学
を
事
実
に
合
わ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
も
し
あ
な

　
　
た
が
そ
れ
を
よ
く
ご
理
解
さ
れ
る
の
な
ら
、
歴
史
を
書
く
こ
と
に
つ
と
め
て
い
る
も
の
は
、
何
ら
か
の
原
理
や
体
系
か
ら
生
じ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ

　
　
れ
る
よ
う
な
、
そ
の
よ
う
な
出
来
事
か
ら
引
き
出
せ
る
こ
と
（
を
も
書
く
の
）
で
は
な
く
、
本
当
に
起
こ
っ
た
出
来
事
に
（
叙
述
を
）
限
定
す
べ
き
で
し

　
　
よ
う
。
…
私
は
そ
こ
〔
歴
史
を
哲
学
に
合
わ
せ
る
こ
と
〕
か
ら
脱
け
出
す
べ
き
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
幻
想
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
と

　
　
て
も
華
や
か
な
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
そ
の
幻
想
か
ら
脱
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
私
は
（
哲
学
の
）
体
系
を
事
実
に
従
わ
せ
た
い
の
で
あ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
　
事
実
を
（
哲
学
の
）
体
系
に
従
わ
せ
た
く
は
な
い
の
で
す
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

こ
の
よ
う
に
ピ
・
イ
・
マ
ル
ガ
ル
は
、
何
ら
か
の
前
提
的
な
、
哲
学
的
な
体
系
に
合
わ
せ
て
歴
史
を
叙
述
す
る
態
度
を
拒
絶
し
て
い
た
。
そ
れ
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も
、
『
記
憶
と
美
』
の
編
集
に
参
加
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
、
『
ル
ネ
サ
ン
ス
』
に
掲
載
し
た
三
篇
の
論
文
を
書
く
以
前
か
ら
。
彼
に
と
っ
て
、

過
去
を
真
蟄
に
受
け
止
め
る
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
が
ま
ず
何
よ
り
も
歴
史
家
と
し
て
あ
る
べ
き
姿
勢
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
真
蟄
な
態
度
か

ら
歴
史
を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
果
的
に
そ
の
歴
史
に
哲
学
体
系
が
従
属
す
る
と
彼
は
考
え
た
の
で
あ
る
。

　
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
旅
行
で
彼
は
、
ス
ペ
イ
ン
に
あ
り
な
が
ら
も
グ
ラ
ナ
ダ
に
息
づ
い
た
「
他
者
の
歴
史
」
を
感
じ
取
っ
て
い
た
。
そ
し
て
歴
史

家
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
勢
か
ら
、
彼
は
そ
の
歴
史
を
排
除
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
史
料
を
駆
使
し
て
ス
ペ
イ
ン
国
民
史
は
書
か
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
。
そ
し
て
ま
た
、
ジ
ン
テ
ー
ゼ
へ
と
向
か
う
そ
の
歴
史
の
流
れ
の
中
で
は
、
テ
ー
ゼ
と
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
で
あ
る
、
キ
リ

ス
ト
教
国
の
歴
史
と
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
支
配
し
た
領
域
の
歴
史
　
　
例
え
ば
グ
ラ
ナ
ダ
王
国
の
歴
史
一
は
、
残
り
続
け
る
も
の
と
さ
れ
た
。

彼
が
連
邦
主
義
を
唱
え
る
以
前
に
獲
得
し
た
歴
史
認
識
と
は
、
こ
の
よ
う
な
多
元
的
な
ス
ペ
イ
ン
国
民
史
認
識
な
の
で
あ
る
。
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書
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〇
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巻
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る
。

　
文
学
作
品
か
ら
歴
史
書
に
至
る
ま
で
幅
広
く
収
め
ら
れ
て
い
る
『
ス
ペ
イ
ン
人
著

　
作
家
叢
轡
魅
は
、
～
八
四
六
年
の
第
一
巻
『
ミ
ゲ
ル
・
デ
・
セ
ル
バ
ン
テ
ス
・

　
サ
ー
ア
ベ
ド
ー
ラ
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集
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⑮
建
罫
p
謡
野

⑯
9
ω
ぎ
騨
窯
翼
押
。
や
舞
・
甲
℃
Ψ
δ
O
∴
①
ド
な
お
、
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
に
よ
る

　
加
筆
。

⑰
こ
の
書
簡
の
文
面
は
、
第
二
章
で
言
及
し
た
書
簡
の
内
容
と
一
見
矛
盾
し
て
い

　
る
。
第
二
章
で
引
用
し
た
書
簡
史
料
の
記
述
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
彼
の
真
意
を
掴

　
め
な
い
が
、
論
文
「
イ
ン
ド
建
築
」
の
最
後
の
｝
文
が
そ
の
書
簡
の
内
容
と
対
応

　
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
「
哲
学
と
い
う
松
明
を
持
た
な
い
ま

　
ま
に
、
あ
る
国
の
建
築
を
検
証
す
る
と
、
我
々
は
〔
そ
の
建
築
の
本
質
を
）
見
誤

　
っ
て
し
ま
う
。
」
（
甥
勺
ぞ
竃
霞
σ
q
簿
貫
．
．
〉
β
鶏
㊦
o
ε
冨
冒
象
飢
、
も
や
Φ
9
縁
・
）
こ

　
れ
は
、
建
築
様
式
の
内
的
連
関
を
読
み
解
く
た
め
の
統
一
的
視
野
が
建
築
研
究
に

　
は
必
要
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
他
方
こ
こ
で
は
、
解
釈
（
怪
「
体
系
」
）

と
調
査
（
匡
「
事
実
漏
）
の
違
い
と
考
え
れ
ば
分
か
り
や
す
い
。
つ
ま
り
、
彼
は

歴
史
叙
述
と
い
う
も
の
は
何
よ
り
史
料
に
基
づ
く
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
何
ら
か
の

解
釈
に
適
う
よ
う
な
形
で
調
査
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
戒
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
と
め
る
と
、
第
二
章
の
史
料
で
は
、
諸
建
築
の
連
関
を
読
み
解
く
研
究
手
法
に

つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
本
章
・
の
史
料
で
は
歴
史
叙
述
の
規
範
を
説
い
て
い
る
た
め
、

両
者
の
門
哲
学
」
と
い
う
雷
葉
の
意
味
内
容
に
は
ズ
レ
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
調
査
結
果
か
ら
最
終
的
に
解
釈
、

あ
る
い
は
体
系
が
生
ま
れ
る
と
彼
が
考
え
た
点
に
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
彼
は
、
先

に
引
用
し
た
ヘ
ー
ゲ
ル
批
判
の
箇
所
で
、
「
原
理
は
受
け
入
れ
て
も
」
と
述
べ
て

い
る
の
で
あ
り
、
ま
た
こ
こ
で
「
体
系
を
出
来
事
に
従
わ
せ
た
い
」
と
言
い
添
え

て
い
る
の
で
あ
る
。

フランシスコ・ピ・イ・マルガルの歴史認識（菊池）

お
　
わ
　
り
　
に

　
本
稿
で
は
ま
ず
、
一
九
世
紀
半
ば
の
ス
ペ
イ
ン
国
民
史
認
識
に
つ
い
て
、
当
時
誕
生
し
た
国
民
史
叙
述
を
取
り
上
げ
、
そ
の
認
識
構
造
の
析

出
を
行
な
っ
た
。
続
い
て
、
同
時
期
に
誕
生
し
た
ア
ラ
ブ
学
や
グ
ラ
ナ
ダ
地
方
史
、
さ
ら
に
は
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
研
究
に
関
す
る
様
々
な
著
作
や

旅
行
記
な
ど
を
網
羅
的
に
検
証
す
る
こ
と
で
同
様
の
分
析
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
浮
か
び
あ
が
っ
て
き
た
の
が
、
ス
ペ
イ
ン
国
民
史
成
立

期
に
お
け
る
、
イ
ス
ラ
ム
・
ス
ペ
イ
ン
の
歴
史
を
「
他
者
の
歴
史
」
と
し
て
排
除
す
る
歴
史
認
識
の
構
造
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
な
か
で
『
グ
ラ
ナ
ダ
王
国
眠
は
書
か
れ
た
。
そ
し
て
、
ピ
・
イ
・
マ
ル
ガ
ル
は
こ
の
本
の
中
で
、
グ
ラ
ナ
ダ
王
国

の
歴
史
を
「
我
々
の
歴
史
」
と
語
っ
て
い
る
。
彼
は
、
グ
ラ
ナ
ダ
王
国
の
歴
史
と
キ
リ
ス
ト
教
国
の
歴
史
の
、
両
者
の
歴
史
的
差
異
を
認
め
つ

つ
、
し
か
し
両
方
と
も
含
み
、
さ
ら
に
含
め
た
後
で
も
そ
れ
ら
の
差
異
は
依
然
と
し
て
残
り
続
け
る
と
考
え
た
。
こ
の
多
元
的
思
考
こ
そ
が
、

彼
の
歴
史
認
識
な
の
で
あ
る
。

　
一
八
五
四
年
『
反
動
と
革
命
』
以
後
彼
は
生
涯
連
邦
主
義
を
唱
え
続
け
た
が
、
そ
の
彼
が
連
邦
制
を
語
る
際
に
ブ
ル
ー
ド
ン
流
の
社
会
契
約
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論
と
と
も
に
常
に
重
視
し
た
の
は
、
グ
ラ
ナ
ダ
の
よ
う
な
地
方
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
歴
史
的
経
験
で
あ
っ
た
。
一
八
四
九
年
一
〇
月
二
日
付
け
、

マ
ラ
ガ
か
ら
友
人
に
宛
て
た
書
簡
の
申
で
、
そ
の
街
と
グ
ラ
ナ
ダ
を
比
較
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　
　
　
「
グ
ラ
ナ
ダ
と
マ
ラ
ガ
は
、
コ
イ
ン
の
裏
と
表
の
よ
う
で
す
。
グ
ラ
ナ
ダ
は
過
去
の
街
で
す
が
、
マ
ラ
ガ
は
現
在
の
街
で
す
。
グ
ラ
ナ
ダ
は
パ
ン
テ
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
ン
で
す
が
、
マ
ラ
ガ
は
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
す
。
グ
ラ
ナ
ダ
は
止
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
マ
ラ
ガ
は
生
き
て
い
ま
す
。
」

こ
の
よ
う
に
彼
は
、
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
旅
行
で
地
域
の
歴
史
的
差
異
を
肌
で
感
じ
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
彼
は
連
邦
主
義
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

な
ぜ
な
ら
、
彼
自
身
の
言
葉
を
使
え
ば
、
「
体
系
を
出
来
事
に
従
属
さ
せ
」
る
た
め
で
あ
り
、
そ
れ
が
地
域
間
の
差
異
を
残
し
か
つ
包
括
す
る

の
に
、
最
も
適
合
し
た
政
治
思
想
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
彼
が
そ
の
後
の
連
邦
主
義
者
と
し
て
の
活
動
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
そ
の
歴
史
認
識
を
現
実
に
適
用
し
た
の
か
／
し
ょ
う
と
し
て
い
た
の
か

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
す
る
こ
と
と
し
て
、
ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
筆
を
欄
く
こ
と
と
し
よ
う
。

①
○
琶
巨
H
ζ
彗
劫
。
p
鼻
■
Ψ
℃
」
の
刈
．

②
H
課
餌
‘
署
」
①
O
山
①
ド
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issue　facing　the　Muromachi　bal〈ufu　since　early　in　the　Nanbokucho　period．　After　a

shogunal　order　to　bestow　a　reward　had　been　issued，　a　decree　from　the　deputy　head　of

the　shogun’s　oeece，　shitsu］’i　shigyoio，　was　attached　to　it，　guaranteeing　that　the

bestowal　was　carried　out．　ln　this　artic｝e，　1　vexify　the　fact　that　the　organ　of　government

issuing　such　decrees　was　the　Jinseigata　（Othce　of　Benevolent　Ruie）　on　the　basis　of　an

exarnination　of　the　7th　amendment　of　the　supplementary　oydinances　of　the

Muromachi　bakufu　and　also　demonstrate　that　throughout　the　Nanbo｝〈ucho　period　the

Jinseigata　ordinarily　issued　shitswfi　hosho　（decuments　that　aclmowledged　the　receipt

of　an　order　and　that　it　would　be　car7ried　out），　which　included　the　shigyojo，　and　also

prove　that　the　Jinseigata　served　as　the　organ　of　the　Shitsuji　in　the　shogun’s

admmistration．

　　AdditioRally，　1　propose　that　in　the　7th　amendment　of　the　supplementary

ordinances，　which　was　the　law　by　which　Ashikaga　Tadayoshi　abolished　the　issuance　of

shitsuji　shigyojo　and　deterniined　that　orders　would　be　carried　out　by　the　investigabive

othce，　Hikitsukegata，　which　was　under　his　direct　jurisdiction，　we　can　glirr｝pse　the

conflict　between　Tadayoshi　and　Ko　no　Moronao，　the　Shitsuji　for　Shogun　Ashikaga

Takauji．　rv（［oreover，　at　the　base　of　the　corrlict　between　Tadayoshi　and　Moronao，　I

have　verified　the　existence　of　conflicting　poticies　over　how　to　carry　out　the　rewards

policy　exercised　by　Takauji－whether　the　Muromachi　bakufu　should　strtctly　preserve

the　traditional　system　of　hyojo　and　hileitsulee　（board　of　councilors　and　co－adjudicators），

which　could　be　traced　back　to　the　tirr｝e　of　the　Kamakura　bakufu，　or　to　develop　a

system　in　which　orders　demanding　obedience　to　the　shugo，　provincial　rniljtary

governors，　were　issued　in　order　to　establish　a　forward－looldng　system　of　territorial

management．

　　　　　　　　A　Historical　Consciousness　of　Francisco　Pi　y　Margall：

A　Consideration　of　the　“The　History　of　the　Other”　in　19th－Century　Spain

by

KIKUCHI　Nobuhiko

　　As　the　second　president　of　Spain’s　First　Repubtic，　which　was　established　in

February，　1873，　Fyancisco　Pi　y　Margall，　who　was　also　a　leader　of　19th－century　Spain’s

Federal　Repubtican　Pai’ty，　stood　iri　the　forefront　of　the　movement　advocating　the

federalization　of　Spain．　He　had　previously　translated　a　number　of　the　works　of　Pierre一
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Joseph　Proudhon　into　Spanish　in　1868－9，　and　became　known　as　the　person

responsible　for　introducing　Proudhon’s　thought．

　　It　is　weil　1〈novwh　that　his　theory　of　federatism　was　based　on　the　Proudhon’s　theory

of　the　principles　of　the　social　contract，　but　there　was　another，　decidedly　diiiferent

p血ciple　that　distinguished　the　frameworks　of　the　two　men’s　conceptions．　That　was　a

view　of　history　that　took　the　federation　and　the　existence　of　the　federal　state　as

fundamental．　Although　Pi　y　MargaR　had　consistently　placed　these　two　principles　as

the　pMars　of　his　theory　since　La　reaccio’n　y　la　revolucio’n　（Reaction　and　Revolution），

［Madrid　1854］，　which　was　his　furst　main　book　and　in　which　he　iirst　pyoposed

federalism，　he　had　not　suthciently　also　demonstrated　the　character　of　his　view　of

history　in　Las　Nacionalidades　（NationaKties）　［Madrid，1876］，　which　was　his　second

main　bool〈．

　　In　this　artic｝e，　1　focus　on　his　ac5vities　as　a　historian　prior　to　his　ro｝e　as　a　federatist，

which　has　been　neglected　in　previous　studies，　and　attempt　to　educe　the　process　of

the　formation　and　characteristics　of　his　view　of　history　prior　to　1854．　ln　this

endeavor，　1　centered　the　analysis　on　the　discourse　of　his　Reino　de　Granada　（Realm　of

Granada），　published　in　1850，　and　employ　a　methodology　contrasting　the　histoiitcal

consciousness　of　lsiamic　Spain　portrayed　in　the　work　and　contemporary　perspective

of　history．　The　following　is　a　brief　surnmary　of　the　contents　of　each　chapter　and　how

they　are　interrelated．

　　The血st　chapter　is　an　overView　of　the　relationship　of　the　histo直cal　consciousness

of　lslamic　Spain　aRd　that　of　the　nation　of　Spain　at　the　tirne　of　the　pubtication　of　the

Reino　de　Granada．　1　spechically　employ　the　discourse　of　the　popular　national　historian

Modesto　Lafuente　y　Zamalloa，　as　weli　as　that　of　Ai”ab　scholars　and　the　local　historians

of　Granada　as　source　materials．

　　In　the　second　chapter，　1　locate　the　writing　of　Pi　y　Margall　prior　to　the　publicaljon　of

Reino　de　Granada　withiri　the　context　of　the　activities　of　the　romantics．　Reino　de

Granada　was　one　volume　of　series　of　works　entitled　Recuerdos　y　Belle2as　de　EsPan－a

（Memories　and　Beauties　of　Spain），　［Barcelona，　1839－65］，　which　had　first　been

published　in　1839．　lt　was　preduced　as　one　among　a　variety　of　cultura｝　endeavors　that

comprised　the　popular　history　of　Spain　in　the　mid－19th　century．　ln　architectural

history　of　Spain，　which　was　then　being　conducted　in　earnest　for　the　fiirst　time，

Christian　architecture　as　represented　by　the　gothic　style　was　thought　to　represent

the　national　history．　Amidst　this　background，　Pi　y　Marga11　authored　three　magazine

essays　on　monuments，　and　on　the　basis　of　these　essays，　1　consider　his　perceptioR　of

history　prior　to　the　publication　of　Reino　de　Granada．

　　Then，　in　the　third　chapter，　1　begin　an　analysis　of　Reino　de　Granada　itself　and

consider　the　historical　consciousness　of　Pi　y　Margail　as　it　is　represented　therein．　ln
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this　process，　1　used　the　accounts　of　contemporary　travelers　to　the　Aihafr｝bra　palace

and　architectural　historians，　and　a　historical　novelist　who　accompanied　Pi　y　MargaU　on

a　visit　to　the　palace，　in　addition　to　the　records　of　the　restorers　of　the　palace．1　survey

how　memories　of　the　Alhambra　palace　were　accepted　dui　ing　the　mid－19th　century．　I

then　contrast　them　with　Pi　y　Maygall’s　own　perception　of　history．

　　Finally　in　the　fourth　chapter，　1　attempe　to　girasp　his　perception　of　history

structuiraky　by　examining　his　apparently　contradictory　historical　consciousness　in　light

of　contemporary　historical　philosophy．　1　analyze　his　theory　of　historiography　and

historical　philosophy　as　it　can　be　glirnpsed　in　speckic　sources，　such　as　his　commentary

written　for　the　Obras　del∫）αdreノ磁πde　Maアiana（The　works　of　Padre　Juan　de

Mariana），　［Madrid，　1854］　and　his　wyiting　in　La　reaccio’n　y　la　revolucio’n．

　　As　a　result　of　the　pyeceding　examination，　it　is　cleai’　that　in　his　activities　as　a

historian　prior　to　his　advocacy　of　federalism，　Pi　y　Margall　believed　that　the　history　of

Islamic　Spain　that　was　vividly　refiected　in　the　history　of　the　medieval　1ringdom　of

Granada　was　“the　history　of　the　other”　and　a　part　of　“our　history．”　lt　was　this

pluralistic　historical　consciousness　itself　that　served　to　uphold　his　principle　of

federalism．

Japanese　Language　Dissemination　in　Colonial　Korea　during　World　War　II

by

KAWASAKI　Akira

　　In　the　late　1930s，　Minami　Jiro，　the　Governor－General　of　Korea，　attempted　a　drastic

change　in　celonial　policy．　The　new　policies　were　designed　to　remal〈e　the　Korean

people　into　loyal　subjects　of　lmperial　Japan　and　to　stab－ze　Japanese　colonial　rule　for

the　long　term．　Today，　these　policies　are　lmown　as　the　“irnperializing”　phase　of

Japanese　colonial　policy．　Japanese　language　dissemination　was　a　major　task　in　the

“imperialization”　of　the　Korean　people　because　the　Japanese　language　as　“leoieugo”

（the　national　language）　was　believed　to　be　an　essential　factor　in　becoming　Japanese．

Du血g　the　Iate　1930s，止e　Gover㎜ent－General　of　Korea　es㎞a£ed　that　it　would　be

possible　to　include　Korean　soldiers　in　the　Japanese　“imperial　a1rmy”　by　around　the

year　1960　through　the　expansion　of　basic　education．

　　However，　in　May　1942，　the　Japanese　Cabinet　decided　to　extend　the　military－draft

system　to． joreans　begim血g　two　years　hence．　Thus，　Japanese　Ianguage
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